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はじめに 

 

 

響会は、法人設立以来、基本理念である「安心と暖かさ」の提供を積み重ね、地域の皆様に信頼される

施設を目指し、組織が一体となり、取り組んでまいりました。 

組織経営の基本である「売り上げは最大に、経費は最少に」を心掛け、社会福祉法人して、健全経営に

努め、質の高い利用者サービスに繋げていくことに、強い「こだわり」を持って、日々努力しております。 

また、法人として、現在、大田区から、６か所の地域包括支援センターと３か所のシニアステ―ションを受

託し運営しております。多くの高齢者の相談に応じながら、地域の皆様方の期待に応じられるよう、日々研

鑽を重ねております。法人も、大田区の重層的支援体制の一翼を担っていけるように、より一層、地域社会

に貢献できる態勢作りに、努力をしてまいります。 

 令和２年から、新型コロナウイルスの感染症対策に悩まされてまいりました。幸いにも、特別養護老人ホ

ーム好日苑では、職員の努力と協力により、利用者様の感染を最小限にとどめることができ、普通な生活を

維持することが出来ました。これからの感染症対策には、新たな知識と工夫により、最大限の努力をしてま

いります。 

令和６年度は、変化の年度と捉え、特定技能者の外国人の採用や施設の改修・改善だけでなく、組織の

改革にも、取り組んでまいります。 

これからの変革の時代を生き抜いていくためには、職員各自が、強い意志を持ち、専門職としての責任

感のある業務を、心掛けることが求められています。法人としても、いかに働きやすい環境をつくり、目標を

もって仕事ができる職場を構築することが、求められております。 

今後も、響会は、健全な財政基盤を堅持しつつ、組織の強化を図り、利用者のニーズに応え、地域に貢

献することに努め、職員がお互いに切磋琢磨する仲間づくりができる法人を目指し、努力してまいります。 

 

 

 

令和 6 年 4 月 

理事長 小林 信正 
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基本理念 

『安心と暖かさ』 

安  心 
私たちは、ご利用される方が住み慣れた街で安心して暮らせるサービスを提

供します。 

  

暖 か さ 
私たちは、ご利用される方の個人の尊厳を守り、ご自身らしくある生活を過し

て頂けるきめこまかいサービスを提供します。 

  

良  質 
私たちは、福祉事業の展開にあたって、地域に貢献し、皆様にお選び頂ける

質の高いサービスを提供します。 

  

地  域 
私たちは、地域の皆様の福祉の進展と文化の創造に寄与できるサービスを

提供します。 

  

自己研鑽 
私たちは、ご利用される方に最高の福祉サービスを提供するために、自らの

たゆまぬ研鑽を誓います。 

 

基本方針 
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 第 6 次中期経営計画 

基本目標 1 

「利用者」 
暖かさを感じる ケアシステム （利用者の心を共有する） 

基本目標 2 

「職員」 
働きやすい職場環境  

（人が人を育てる） 

（熱意と実行力のある人財の育成） 

基本目標 3 

「経営」 
利用者が安心できる経営基盤 

（法令順守） 

（健全経営）（経営安定） 

（地域に貢献） 

検討基盤 
「報告」・「連絡」・「相談」・「提案」     「命令」・「援助」・「解決」 

≪ 「響会方程式」から「ひびき協働社会」を目指す ≫ 

SDGs 
日常生活の当たり前に「問い」を立て、 

そのうえで SDGs17 のゴールのつながりを、法人として考え行動する。 

 

（利用者）暖かさを感じるケアシステム（利用者の心を共有する） 

    

暖かさを感じるケアシステムとは、法人の各部門が利用者の心を共有して協働することであり、フレ

イル※7 予防から在宅介護、そして施設での看取り介護まで（響会方程式）、サービスを利用される地域

住民の方々が、安心して地域で生活するためのお手伝いをさせて頂く事です。 

 

 

（職員）働きやすい職場環境（人が人を育てる）（熱意と実行力のある人財の育成） 

 

   介護は人の力の結集である。専門職としての自覚とこれに伴う知識・技能を身に付けること。ま

た、人としての倫理・道徳観を持ち、私たち自身が利用者の尊厳を守るべき立場であることを十分

に理解して、熱意と実行力のある人財を育成するため、人が人を育てる仕組みの構築が重要です。 

   響会の各部門が利用者を中心として横のつながりを重視し、部門間の壁を越えて共に働く組織的

な営みにより助け合い、働きやすい職場環境を目指します。（ひびき協働社会） 

 

 

（経営）利用者が安心できる経営基盤 （法令順守）（健全経営）（経営安定）（地域に貢献） 

 

   組織として「地域に貢献する」という視点を持ち、地域の特色・個性を踏まえ、何をもって地域

に貢献できるのか、社会福祉法人として考え、実践していきます。そのためには、目標（ビジョン）

達成に向けて職員の力を結集させ、法人力を増していく事が求められています。 
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響会方程式※8 

キーワード 主事業所 目標・方向性 

【自立支援】 

（看板） 

（５）地域包括支援 

センター 

地域における公益的取組 

・重層的支援体制整備事業 

⇒支え合い強化推進員との協働 

シニアステーション※9定着 

【ケアマネジメント】 

（顔） 

（８）ケアプラン 

センター 

響会在宅サービス事業一本化  

≫【 好日苑多機能型居宅介護の実現 】 

・住み慣れた地域で自立した生活をし続けられるように、

通い型サービスを中心として訪問サービス・宿泊サービ

スを組み合わせ、響会方程式を駆使した日常生活の支援

や機能訓練等の提供 

⇒デイを中心とした組織管理体制構築 

【生きがい発信】 

（玄関） 

（６）デイサービス 

センター 

【安心】 

（台所） 

（７）ヘルパー 

ステーション 

【寛ぎ】 

（旅館） 
（９）ショートステイ 

【Peaceful Life※10 

（穏やかな生活）の実現】 

・職員育成・スマート化※11 

・先手のケア 

・Peaceful Care（看取り介護） 

・ノーリフティングケア※12のスタンダード化 

・認知症ケア 

【居住】 

（第 2 の家） 
（９）特  養 

【信頼】 

（土台） 

響会 

事務 

 （３）労務・経理 

   設備管理 

少人数事務系専門職連携 

・多岐にわたる業務の分担 

（４）②広報・研修 
響会ブランディング 

・【響会ブランド】にプラスを与える活動 

法人 

本部 

（２）地域貢献 

地域における公益的取組 

・重層的支援体制整備事業 

⇒障害+子供+生活困窮との連携 

地域共生社会 

・社会福祉法人の成年後見 

（１）幹部会 

（４）①人財 

DX事業※13推進支援のための ICT化※14 

・ネットワーク環境の向上 

建物老朽化対策 

・長期修繕計画 

ポスト創設 

・新規事業及び組織編制 

災害対策推進チーム（STST）活動 

・地域における施設の役割 

響会方程式 
響会の各部門が専門性（役割）を活かして協働し、地域の方々が安心して地域で生

活が出来る仕組み（ﾌﾟﾛｾｽ）であり、課題を解決するための方法。 
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域
包
括

支
援
ｾ
ﾝﾀ
ｰ

上
池
台

地
域
包
括

支
援
ｾ
ﾝﾀ
ｰ

嶺
町

シ
ニ
ア

ス
テ
ー
シ
ョン

東
嶺
町

地
域
包
括

支
援
ｾ
ﾝﾀ
ｰ

六
郷

地
域
包
括

支
援
ｾ
ﾝﾀ
ｰ

西
六
郷

地
域
包
括

支
援
ｾ
ﾝﾀ
ｰ

馬
込

事
務
員

生
活
相
談
員

社
会
福
祉
士

（常
勤
換
算
）

好
日
苑
拠
点

嶺
町
拠
点

六
郷
拠
点

馬
込
拠
点

合
計

特
別
養
護
老
人
ﾎｰ
ﾑ

好
日
苑

好
日
苑

ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ
ﾋﾞ
ｽ
ｾ
ﾝﾀ
ｰ

好
日
苑

ﾍ
ﾙ
ﾊ
ﾟｰ
ｽ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

好
日
苑

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
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会議・委員会体系 

 

【会議】 

全体会議 部門会議 事業所会議 

幹部会 

（EB） 

特養会議 

特養係長会議 

（各職種業務の無理・無

駄・ムラの 3M現状把

握） 

本館会議 

2階会議 

入居判定会議 

サービス 

担当者会議 

看護師会議 

食事会議 

3階会議 

4階会議 

新館会議 

1階会議 

2階会議 

3階会議 

好日苑 

多機能型居

宅介護会議

（ KTKK ） 

デイサービス会議 ケース会議 
好日苑 

多機能型居宅介護 

勉強会と情報交換 

サービス提供責任者会議 ヘルパー会議 

経営会議 

ケアプランセンター会議 CPC会議 

包括会議 

上池会議 

シニアステーション会議 

ひびき３シニア ST会議 

ひびきコーディネーター連絡会 

包括業務改善部会 

嶺町会議 

六郷会議 

西六郷会議 

馬込会議 

南馬込会議 

事務会議  

 

【委員会】 

全体委員会 
部門委員会 

特養部門 

優先入所検討委員会 

感染症対策委員会 

衛生委員会 

広報委員会 

生産性の向上をひろく考える。委員会 

⇒次世代介護機器導入計画（ICT・AI導入含） 

 

次世代介護実践チーム（PDCAサイクル） 

身体的拘束適正化委員会 

褥瘡予防対策委員会 

吸引等安全対策委員会 

リスク管理委員会 

本館排泄委員会 

新館排泄委員会 

本館 5S委員会・新館 5S委員会 
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法人本部 

 

（
１
）
 響

会
法
人
本
部
【
 
信
頼
（
土
台
）】

～
 
幹
部
会
 
～
 
※
⇒
前
年
度
の
目
標
を
継
続
し
つ
つ
、
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
更
に
修
正
・
進
化
さ
せ
る
。

 

目
標
：
方
向
性
 

IC
T
化
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
建
物
老
朽
化
対
策

 
 
 
 
ポ
ス
ト
創
設
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
災
害
対
策
推
進
チ
ー
ム
活
動

 

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
向
上

 
 
 
 
・
長
期
修
繕
計
画

 
 
 
 
・
新
規
事
業
及
び
組
織
編
制

 
 
 
 
・
地
域
に
お
け
る
施
設
の
役
割

 

中
期
目
標
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

 

事
業
計
画
【
基
本
目
標
】

 

方
向
性
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

 

事
業
計
画
【
部
門
別
重
点
施
策
の
方
向
性
】

 

20
22

年
度

 

（
令
和

4
年
度
）

 

20
23

年
度

 

（
令
和

5
年
度
）

 

20
24

年
度

 

（
令
和

6
年
度
）

 

1.
 

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
目
標

 

暖
か
さ
を
感
じ
る

 

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 

（
利
用
者
の
心
を
共
有
す
る
）

  

 ①
 
長
期
修
繕
計
画
（
安
全
な
生
活
環
境
）

 

②
 

D
X
事
業
推
進
支
援
の
た
め
の

IC
T
化

 

 ③
 
災
害
対
策
推
進
チ
ー
ム
（

S
T

S
T
）
活
動
強
化

 

 L
E

D
照
明
更
新

 

  B
C

P
更
新
と
備
蓄
等
整
備
、
総
合
訓
練

 

    ⇒
 

    ⇒
 

2.
 

職
員
（
人
財
）
目
標

 

働
き
や
す
い
職
場
環
境

 

（
人
が
人
を
育
て
る
）

 

（
熱
意
と
実
行
力
の
あ
る

 

 
 
 
 
人
財
の
育
成
）

 

④
 
経
営
体
制
の
整
備

 

（
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

※
16
）

 

⑤
 
経
営
成
績
を
反
映
し
た
評
価

 

⑥
 
実
行
可
能
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
制
度
の
構
築

 

⑦
 
内
部
管
理
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

【
規
定
・
規
則
の
見
直
し
】

 

 

部
門
の
強
化

 

運
行
管
理
体
制
整
備
と
一
本
化
・
導
入

 

賞
与
評
価
制
度
の
導
入

 

キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス

※
17

制
度
の
見
直
し
・

改
善

 

育
児
・
介
護
、
ﾊﾗ
ｽﾒ
ﾝﾄ
、
高
齢
者
・
障
害
者

雇
用
関
す
る
規
定
の
見
直
し
・
改
善

 

同
一
労
働
・
同
一
賃
金

※
18

の
点
検
改
善

 

リ
ー
ダ
ー
層
育
成

 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

  

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

3.
 

経
営
目
標

 

利
用

者
が

安
心

で
き

る
基

盤

（
法
令
順
守
）

 

（
健
全
経
営
）（

経
営
安
定
）

 

（
地
域
に
貢
献
）

 

⑧
 
委
託
事
業
継
続

(プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
勝
つ

) 

⑨
 
新
規
事
業
計
画
ス
タ
ー
ト

 

⑩
 
資
金
管
理
の
明
確
化

 

（
使
用
資
産
と
貯
蓄
資
産
）
≫
長
期
資
金
計
画

 

⑪
 
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
制
度

※
19

精
査

 

六
郷
拠
点
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

 

新
規
事
業
・
用
地
活
用
の
検
討

 

長
期
資
金
計
画
の
実
績
評
価

 

予
算
・
執
行
管
理

 

⇒
 

 新
規
事
業
・
用
地
活
用
計
画
立
案

 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

馬
込
拠
点
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

 

実
行
準
備

 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

【
 
法
人
本
部
（
幹
部
会
）
の

S
D

G
s 

】
 

 
【
働
き
方
改
革
】
 

育
児
・
介
護
の
両
立
支
援

 

 

 
【
長
寿
命
製
品
選
定
】
 

耐
用
年
数
・
故
障
率
比
較

 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
製
品
選
定

 

【
3R
】
 

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
分
別
廃
棄

 

エ
コ
マ
ー
ク
製
品
購
入
の
推
奨
 

 
【
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
】

 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
の
選
定

 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
の
推
進

 

 
【
コ
ピ
ー
用
紙
の
削
減
】

 

・
両
面
・
裏
面
印
刷
、

1/
2
印
刷
な
ど
 

・
原
則
社
内
資
料
は
白
黒
印
刷
を
標
準
化

 

・
印
刷
前
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
確
認
を
徹
底
し
、
ミ

ス
プ
リ
ン
ト
を
防
ぐ

 

・
QR

コ
ー
ド
、
電
子
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

 

 
 

 
 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

W
i-

F
i等

整
備
（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
と
連
動
）

 

建
物
修
繕
（
内
装
工
事
・
外
壁
修
繕
・
厨
房
等
）
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 （
２
）
 響

会
法
人
本
部
【
 
信
頼
（
土
台
）】

 
～

 
地
域
貢
献
 
～
※
⇒
前
年
度
の
目
標
を
継
続
し
つ
つ
、
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
更
に
修
正
・
進
化
さ
せ
る
。

 

目
標
：
方
向
性

 
地
域
に
お
け
る
公
益
的
取
組

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
地
域
共
生
社
会

 

・
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
⇒
障
害

+子
供

+生
活
困
窮
と
の
連
携

 
 

 
 

 
 

 
・
社
会
福
祉
法
人
の
成
年
後
見

 

中
期
目
標
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

 

事
業
計
画
【
基
本
目
標
】

 

方
向
性
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

 

事
業
計
画
【
部
門
別
重
点
施
策
の
方
向
性
】

 

2
0

2
2
年
度

 

（
令
和

4
年
度
）

 

2
0

2
3
年
度

 

（
令
和

5
年
度
）

 

2
0

2
4
年
度

 

（
令
和

6
年
度
）

 

  1
. 

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
目
標

 

暖
か
さ
を
感
じ
る

 

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 

（
利
用
者
の
心
を
共
有
す
る
）

 
 

 【
福
祉
広
報
機
会
の
創
出
】

 

①
 
ひ
び
き
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

※
2
0
 

 

②
 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
働

 

   

  ひ
び
き

 
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
の
再
開

 

 地
域
包
括
・
シ
ニ
ア

S
T
に
よ
る
地
域
講
座

等
の
実
施

 

 

  ひ
び
き

 
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
の
継
続
実
施

 

 ⇒
 

 

  ⇒
 

 ⇒
 

 

  2
. 

職
員
（
人
財
）
目
標

 

働
き
や
す
い
職
場
環
境

 

（
人
が
人
を
育
て
る
）

 

（
熱
意
と
実
行
力
の
あ
る

 

 
 

 
 
人
財
の
育
成
）

 

 

  

③
 
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
へ
の
全
部

門
協
働

 

  さ
さ
え
あ
い
強
化
推
進
員
の
活
動

(貧
困
・

障
害
・
児
童
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

※
2
1
等
の

支
援

)を
通
し
て
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
。

 

  さ
さ
え
あ
い
強
化
推
進
員
の
活
動

(貧
困
・

障
害
・
児
童
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の
支
援

)

を
通
し
て
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
、
意
見
集
約
す

る
。

 

  さ
さ
え
あ
い
強
化
推
進
員
の
活
動

(貧
困
・

障
害
・
児
童
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の
支
援

)

を
通
し
て
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
、
意
見
集
約
、

新
た
な
取
組
を
行
う
。

 

 

 3
. 

経
営
目
標

 

利
用
者
が
安
心
で
き
る

 

経
営
基
盤
（
法
令
順
守
）

 

（
健
全
経
営
）（

経
営
安
定
）

 

（
地
域
に
貢
献
）

 

 

④
 
地
域
共
生
社
会
、
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
へ
の
寄
与

 

   ⑤
 
自
治
会
活
動
へ
の
参
加

 

  

 大
田

区
社

会
福

祉
法

人
協

議
会

活
動

へ
の

参
加

 

  社
会
福
祉
法
人
成
年
後
見
制
度
の
検
討

 

 自
治
会
活
動
へ
の
参
加

 

 法
人
協
の
活
動
へ
の
参
加
、
調
布
地
区
活
動

へ
の
参
画

 

 ⇒
 

 ⇒
 

 ⇒
 

  ⇒
 

 ⇒
 

【
 
法
人
本
部
の
方
向
性

 
】

 

 
【
ひ
び
き
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
】
 

・
地
域
見
守
り
活
動
 

【
地
域
講
座
】
 

・
学
び
舎
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等

 

 
【
コ
ピ
ー
用
紙
の
削
減
】

 

・
両
面
・
裏
面
印
刷
、

1/
2
印
刷
な
ど

 

・
原
則
社
内
資
料
は
白
黒
印
刷
を
標
準
化

 

・
印
刷
前
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
確
認
を
徹
底
し
、
ミ

ス
プ
リ
ン
ト
を
防
ぐ

 

・
QR

コ
ー
ド
、
電
子
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
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【令和 6年度スタートにあたり】 

  法人理念である「安心」と「暖かさ」の実現に向けて、第 6次中期経営計画に則った「利用者」「職員」

「経営」の目標を達成できるよう事業経営を行います。 

  法人本部としては、第 9期介護報酬改定に適切に対応していくため、事業経営を検討・判断する「幹部

会」で各部門の各種加算等の法令順守と目標達成状況及び経営指標の評価を行い、かつ各部門の課題

解決を行うため、部門会議等との連携を密に、法人本部を中心に全職員一丸となって努力して参ります。 

  また引き続き、国連総会で合意された 2030年までの世界共通の目標であり、共通言語となっている「持

続可能な開発目標（SDGs）」達成に向けて、法人としては、その未来志向の考え方を学び、法人として「い

ま何が出来るのか」、「いま何をすべきか」を考え、出来る事に取り組んで参ります。 

 

 

（１）本部（幹部会）≫ 第 6次中期経営計画を踏まえた令和 6年度事業計画の重点施策 

利用者 

① 本館・新館内装リニューアル（ 床・壁・天井・建具調整等、床頭台リニューアル ） 

② DX事業推進のための ICT 化検討（ Wi-Fi設備、インカム、スマートフォン等 ） 

③ BCP（自然災害・感染症）の更新 

職 員 

① 安定した人財確保 

② リーダー層育成 

③ 内部管理リスクマネジメント（規程・規則の見直し） 

経 営 
① 第 9期介護保険計画（介護報酬改定）への対応 

② 新規事業検討 

 

 

 

（２）本部（地域貢献）≫ 第 6次中期経営計画を踏まえた令和 6年度事業計画の重点施策 

利用者 ① ひびき ほっとサロンの通常開催 

職 員 ① 重層的支援体制整備事業への全部門の協働 

経 営 
① 大田区社会福祉法人協議会（おおた福祉ネット）への活動参加 

② 調布地区法人協事業フードパントリー活動継続・フードドライブの確立 

 

 

 

（３）本部（人財確保）≫ 第 6次中期経営計画を踏まえた令和 6年度事業計画の重点施策 

利用者 ① 響会ホームページ⇒紙媒体と併用した iPadの活用（サービス内容・予定表・ブログ等） 

職 員 

① 長く働ける職場創り⇒介護職員等処遇改善加算による対象事業所職員の処遇改善と 

              対象外事業所職員への処遇改善 

介護職員・介護支援専門員居住支援特別手当事業 

② 多種多様で積極的な職員採用⇒東京都就業促進事業、借り上げ宿舎支援事業 

経 営 ① 採用コストの減少 ⇒ 正規職員直接応募者数 30％ 
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Ⅰ 経営基盤の強化 

1． 経営目標 

 

① 稼働目標 

事   業   所 稼動目標 

特別養護老人ホーム好日苑 98.0％（特養 96.6％・ショート 108％） 

好日苑デイサービスセンター 90.0％ 

収支差額率 

 

5.5％ 

好日苑ヘルパーステーション サービス提供 月 300時間 

好日苑ケアプランセンター 年間月平均 160件：請求件数 

地域包括支援センター 

上池台・嶺町・ 

六郷・西六郷・馬込・南馬込 

大田区委託事業 

シニアステーション東嶺町・馬込・南馬込 大田区委託事業 

 

 

② 収支目標 

項目 目標額 

事業活動による収支 

収入計 1,343,399,000 円 

支出計  1,252,003,000 円 

収支差額  91,396,000 円 

施設整備等による収支 

収入計 0 円 

支出計  157,213,000 円 

収支差額  - 157,213,000 円 

その他の活動による収支 

収入計 203,776,000 円 

支出計  137,959,000 円 

収支差額  65,817,000 円 

当期資金収支差額   0 円 

  当期資金収支差額率 0%  

（修繕積立金・施設整備積立金・処遇改善積立金） 25,700,000 円 ） 

 

 

 

 

 



13 

 

2． 安定した適正経営 

① 第 6次中期経営計画の目標達成 

② 資金計画・管理の明確化（長期資金計画の実績評価） 

（ｱ） 活動効果の見える経営指標の作成 

（ｲ） 適正な財務管理（予算・執行管理の徹底 等） 

（ｳ） 長期資金・修繕計画の実施・評価 

③ 法令順守 

④ 内部管理リスクマネジメント（規程・規則の見直し） 

⑤ 介護人財確保 

（ｱ） 響会借上げ職員宿舎管理（東京都介護職員宿舎借り上げ支援事業の活用） 

（ｲ） 特定技能外国人等の雇用と定着 

⑥ 第 9期介護保険計画（介護報酬改定）への対応 

（ｱ） 処遇改善加算への対応 

（ｲ） 生産性向上への取組み 

（介護ロボット・ICT・AI 等のテクノロジーの活用と働きやすい職場環境創り） 

 

（ｳ） 高齢者虐待防止の推進 

（ｴ） 認知症対応力の向上 

⑦ 第 7次中期経営計画の策定（令和 7年 1月理事会提案予定） 

 

３． 地域における公益的な取組み 

① 社会福祉法人等による生計困難者に対する介護保険サービスに係る利用者負担額軽減事業 

② 「ひびき ほっとサロン」開催 （地域の独居高齢者等に対する交流会・地域講座 等） 

③ 調布地区法人協事業活動（フードパントリー強化・フードドライブ模索） 

「幸せのおすそわけ会」活動の定着 

④ 重層的支援体制整備事業への全部門協働 

 

・次世代介護機器導入計画（ICT導入含）

・利用者のQOL／ADL維持・向上

・働きやすい職場環境創り（職員満足度の向上）

・ノーリフティングケア ・3M（無理・無駄・ムラ）検証

・シーティング・ポジショニング ・各職種業務の見直し

・次世代介護機器効果検証 ・業務改善企画

本 部 （ EB ）

生産性の向上をひろく考える。委員会

特 養

次世介護実践チーム（NGCT） 係長会議（3C）
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４．  施設管理 

① 響会創立 25th Anniversary 企画 5 ヵ年修繕計画の実行 

各企画 時期 

本館・新館内装リニューアル 

（床・壁・天井・建具調整等） 
令和 6年 4月～7月実施予定 

本館床頭台リニューアル 
令和 6年 10月～令和 7年 3月実

施予定 

厨房設備更新・新館電子錠更新 令和 7年度実施予定 

本館・新館外壁工事 令和 8年度実施予定 

本館エレベーター3基更新 令和 9年度実施予定 

② 防災・災害対策の強化（非常食等の災害物品整備と見直し） 

③ 第 6次中期経営計画「長期修繕計画（安全な生活環境）」に基づく施設整備 

④ 適切な設備・備品管理 

 

 

Ⅱ 安全対策 

 

１． 感染症及び自然災害に備えた、事業継続計画（BCP）の見直しと訓練の実施 

① 「災害対策本部（災害・緊急時における、事業継続・復旧のため統括組織）」 

② 「響会借上職員宿舎への災害対策要員」の配置   

 

　情報収集・調整担当

　施設管理担当

　行政連携担当（災対福祉部）

　業務支援・業者手配

　避難所管理担当 　地域情報連絡担当

　食糧・物資管理担当 　入居者生活支援対応 　地域見守り担当

　生活管理担当 　入居者食糧・物資要請 　雪谷出張所連携窓口

　要援護者管理担当 　施設内情報収集・報告 　一次避難所連携窓口

　施設救護担当

響会借上宿舎災害対策要員

好日苑福祉避難所運営本部

（響会災害対策本部）

総括班長

（事務長）

避難所班長

（在宅課長）

特養班長

（特養課長）

地域活動班長

（地域課長）

本部長　　響　会　（理事長）

副本部長　好日苑　（施設長）

災害時優先携帯電話

080-4208-3287
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③ 「災害対策推進チーム（平常時の災害対策推進のための検討組織）」の設置と役割 

災害対策推進チーム 役 割 

責任者【施設長】 災害対策推進のための計画書作成及び環境整備等の統括 

事務責任者【事務長】 責任者の補佐及び情報整理と平時における施設設備管理 

特養責任者【特養課長】 特養部門における課題抽出と対策案の作成及び特養統括 

在宅責任者【在宅課長】 
在宅部門における課題抽出と対策案の作成及び在宅統括 

福祉避難所運営に関すること 

地域担当責任者【地域課長】 

包括部門における課題抽出と対策案の作成及び地域包括

統括 

地域連携及び災害時における地域支援に関すること 

介護担当（シフト・ケア内容） 

【本館係長】 

入居者及び利用者の安全・円滑な介護サービスの提供 

効率的な人員配置とシフト作成 

設備・インフラ担当 

【事務設備担当主任】 

災害時における設備・インフラの把握と対策案の作成 

平時における施設整備 

食事（非常食）担当【管理栄養士】 非常食の管理と配布、調理手段の検討 

 

2. 福祉避難所における大田区との連携強化 

大田区との災害応急活動に対する協力に関する協定書における「風水害に関する覚書」の締結 

 

3. 防災訓練の定期実施 

① 総合訓練    毎月 

② 夜間想定訓練 年 1回 

③ 地震想定訓練 年 1回 

 

4. 非常備蓄品の確保 

5. 災害時の地域連携 

6. 感染症対策委員会の開催 

7. 安全衛生委員会の開催（労務環境点検 ・ 腰痛予防等） 

8. ハラスメント対策（体制整備・予防・研修等） 

 

Ⅲ 苦情処理 

 

1． 【 心の小箱 】苦情受付窓口の周知 

2． 迅速かつ適切な苦情解決 

① 苦情解決の流れに沿った本部対応 

② サービス担当者会議及び相談員連絡会議による改善・対応評価 

③ オンブズパーソン、第三者委員との協力体制 
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Ⅳ 地域交流 

 

1． 好日苑まつりによる地域交流 

2． 積極的なボランティア受入 

3． 積極的な実習生の受入 

4． 積極的なインターンシップの受入 

5． 施設の地域開放 

6． ひびき ほっとサロン（地域における公益的な取組み） 

 日程 内容 (予定) 

1 5月 19日（日） ボッチャ大会 好日苑 

2 7月 21日（日） ボッチャ大会 馬込地区 

3 9月 22日（日） ボッチャ大会 好日苑 

4 11月 17日（日） 音楽の集い 嶺町地区 

5 1月 19日（日） ボッチャ大会 好日苑 

6 3月 16日（日） ボッチャ大会 六郷地区 

 

 

Ⅴ 理事会・評議員会 

 

 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 

理事会 Ｒ6.5.24（金） Ｒ6.10.25（金） Ｒ7.1.24（金） Ｒ7.3.28（金）  

評議員会 Ｒ6.6.14（金） 評議員会は、決議事項の発生により、随時招集させていただきます。 

監事監査 Ｒ6.5.8（水）     
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【令和 6年度スタートにあたり】 

事務部門は、直接処遇となる介護現場及び経営に関するサポートを迅速かつ正確に行い、最新の情報

を継続して正確に維持・保管、活用ができるように努めます。 

（1） 情報管理 「経理・給与・固定資産管理」のクラウドシステムの活用、人事・労務の管理体制を検討

のうえ、経営判断が速やかに行えるよう、情報の整理・管理を徹底します。 

（2） 採用活動 多様な採用媒体を活用しつつ、響会ホームページを活用した、適切な情報発信と積極

的な採用アプローチを各部門協働により推進します。 

（3） 建物設備 老朽化に伴う修繕等を計画に基づき準備・実施、計画外の修繕等も迅速に対応し、安

全確保に努めます。 

（4） その他   本部と連携、計画に基づき、円滑な実施・支援を行います。 

 

（３）事務（労務・経理・設備管理）≫ 第 6次中期経営計画を踏まえた令和 6年度事業計画の重点施策 

利用者 ① 生活環境整備サポート体制強化    ⇒ 適正化管理の定着 

職 員 ② 事務系専門職の業務分担と連携強化 ⇒ 適正化管理の定着 

経 営 ③ 給与管理データ一元化       ⇒ 実行：管理システム導入 

 

（４）－②事務（広報・研修）≫ 第 6次中期経営計画を踏まえた令和 6年度事業計画の重点施策 

利用者 
① 響会ホームページ⇒紙媒体と併用した iPadの活用（サービス内容・予定表・ブログ等） 

② ボランティア表彰制度の確立 

職 員 
① 長く働ける職場創り ⇒職員親睦会 

② 多種多様な職員採用積極的な採用 ⇒実習生の確保 

経 営 ① ホームページ・広報誌ひびきの有効活用を含めた響会ブランディング 

 

【 労務・経理・設備管理等サポート体制 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心と暖かさの提供「利用者・サービス」 

職員 

（直接処遇者） 

経営 

（財務管理） 

 

サポート（労務・経理・設備管理等） 

～ 迅速・正確・最新・継続 ～ 

連携・協働 
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Ⅰ 総務 

1． 理事会・評議委員会の適切な運営 

2． 響会 25thAnniversary（永年表彰制度の継続と適正管理） 

3． 文書管理・データ管理の徹底 

4． 情報のデータベース化 

 

Ⅱ 労務 

1． 職員情報のデータベース管理（人事労務管理データ一元化） 

2． 適正な有給消化・効率 UPで NO残業 

3． 迅速かつ適切な労務手続きの処理 

 

Ⅲ 経理 

1． 法人及び施設会計の適正処理 

2． 予算の適正な執行確認 

3． 月次報告書の定時作成と分析 

4． 費用対効果の検証 

5． 介護報酬の適正処理 

6． 電子帳簿保存法改正における請求書・領収書等の適正管理 

 

Ⅳ 設備管理 

１． 生活環境整備サポート体制強化 

２． 建物・設備等の保守・管理 

 

Ⅴ 人財 

1． 処遇改善評価（新制度の適正管理） 

2． 適正人財の確保 

3． キャリアパスの再構築 

4． 適切な人財配置 

5． ゆとりある職場環境作り 

6． 実習生から選ばれる施設（効果的な実習制度等）創り 

 

Ⅵ 広報（情報開示） 

1． 介護サービス情報の公表 

2． 第三者評価の受審と公表 

3． 広報誌「ひびき」の定期発行 

4． ホームページ公開と最新情報の更新 

 

Ⅶ 研修 

1． 響会 BS研修の実施 

2． 好日苑教室の運営 

3． 各部門への外部講師調整支援 
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Ⅷ 年間計画 

 

1
月

辞
令
交
付

1
水

1
土

1
月

1
木

幹
部
会

1
日

1
火

1
金

1
日

1
水

正
月
行
事

1
土

1
土

2
火

2
木

幹
部
会

2
日

2
火

2
金

2
月

2
水

2
土

2
月

2
木

2
日

2
日

3
水

3
金

3
月

3
水

3
土

3
火

3
木

幹
部
会

3
日

3
火

3
金

3
月

3
月

4
木

幹
部
会

4
土

4
火

4
木

幹
部
会

4
日

4
水

4
金

4
月

4
水

4
土

4
火

4
火

5
金

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

5
日

5
水

5
金

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

5
月

5
木

5
土

5
火

5
木

幹
部
会

5
日

5
水

5
水

6
土

6
月

6
木

幹
部
会

6
土

6
火

6
金

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

6
日

防
災
訓
練

B
C
P
訓
練

6
水

幹
部
会

6
金

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

6
月

6
木

幹
部
会

6
木

7
日

7
火

入
所
判
定
委
員
会

7
金

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

7
日

7
水

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

7
土

7
月

7
木

入
所
判
定
委
員
会

7
土

7
火

7
金

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

7
金

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

8
月

事
務
会
議

8
水

監
事
監
査

8
土

8
月

事
務
会
議

8
木

幹
部
会

8
日

好
日
苑
ま
つ
り

8
火

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

8
金

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

8
日

8
水

8
土

8
土

9
火

9
木

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

9
日

9
火

9
金

包
括
会
議

9
月

9
水

事
務
会
議

9
土

9
月

事
務
会
議

9
木

幹
部
会

9
日

9
日

1
0
水

包
括
会
議

1
0

金
包
括
会
議

1
0

月
事
務
会
議

包
括
会
議

1
0

水
包
括
会
議

1
0

土
1
0

火
事
務
会
議

1
0
木

幹
部
会

包
括
会
議

1
0

日
1
0

火
包
括
会
議

1
0

金

経
営
会
議

特
養
会
議

在
宅
会
議

1
0

月
事
務
会
議

包
括
会
議

1
0

月
事
務
会
議

包
括
会
議

1
1
木

幹
部
会

1
1

土
1
1

火
1
1

木
幹
部
会

1
1

日
1
1

水
包
括
会
議

1
1
金

1
1

月
事
務
会
議

包
括
会
議

1
1

水
1
1

土
1
1

火
1
1

火

1
2
金

1
2

日
1
2

水
1
2

金
1
2

月
1
2

木
ま
つ
り
反
省
会

幹
部
会

1
2
土

1
2

火
1
2

木
幹
部
会

1
2

日
1
2

水
1
2

水

1
3
土

1
3

月
事
務
会
議

1
3

木
ま
つ
り
委
員
会

幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
3

土
1
3

火
事
務
会
議

1
3

金
1
3
日

1
3

水
月
次
報
告

1
3

金
1
3

月
1
3

木
幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
3

木
幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
4
日

1
4

火
1
4

金
定
時
評
議
員
会

1
4

日
1
4

水
1
4

土
1
4
月

1
4

木
幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
4

土
1
4

火
事
務
会
議

包
括
会
議

1
4

金
1
4

金

1
5
月

1
5

水
1
5

土
1
5

月
1
5

木
幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
5

日
1
5
火

1
5

金
1
5

日
1
5

水
1
5

土
1
5

土

1
6
火

1
6

木
幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
6

日
1
6

火
1
6

金
1
6

月
1
6
水

月
次
報
告

1
6

土
1
6

月
1
6

木
幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
6

日
1
6

日
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

1
7
水

月
次
報
告

1
7

金
1
7

月
1
7

水
月
次
報
告

1
7

土
1
7

火
1
7
木

幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
7

日
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

合
同
家
族
会

1
7

火
1
7

金
1
7

月
1
7

月

1
8
木

幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
8

土
1
8

火
1
8

木
幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
8

日
1
8

水
月
次
報
告

1
8
金

1
8

月
1
8

水
月
次
報
告

1
8

土
1
8

火
1
8

火
月
次
報
告

1
9
金

1
9

日
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

合
同
家
族
会

1
9

水
月
次
報
告

1
9

金
1
9

月
合
同
慰
霊
祭

1
9

木
幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
9
土

1
9

火
1
9

木
幹
部
会

衛
生
委
員
会

1
9

日
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

1
9

水
月
次
報
告

1
9

水
幹
部
会

2
0
土

2
0

月
2
0

木
幹
部
会

2
0

土
2
0

火
好
日
苑
ま
つ
り

2
0

金
2
0
日

2
0

水
2
0

金
2
0

月
2
0

木
幹
部
会

2
0

木

2
1
日

2
1

火
2
1

金
2
1

日
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

2
1

水
月
次
報
告

2
1

土
2
1
月

2
1

木
幹
部
会

2
1

土
2
1

火
2
1

金
感
染
症
委
員
会

2
1

金

2
2
月

2
2

水
月
次
報
告

2
2

土
2
2

月
2
2

木
ま
つ
り
委
員
会

幹
部
会

2
2

日
ほ
っ
と
サ
ロ
ン

2
2
火

2
2

金
感
染
症
委
員
会

2
2

日
2
2

水
月
次
報
告

2
2

土
2
2

土

2
3
火

2
3

木
幹
部
会

2
3

日
2
3

火
2
3

金
2
3

月
2
3
水

2
3

土
2
3

月
2
3

木
幹
部
会

2
3

日
2
3

日

2
4
水

ｵ
ﾝ
ﾌ
ﾞｽ
ﾞﾊ
ﾟｰ
ｿ

委
員
会

2
4

金
理
事
会

2
4

月
2
4

水
2
4

土
2
4

火
2
4
木

幹
部
会

2
4

日
2
4

火
2
4

金
理
事
会

2
4

月
2
4

月

2
5
木

幹
部
会

2
5

土
2
5

火
2
5

木
ま
つ
り
委
員
会

幹
部
会

2
5

日
2
5

水
2
5
金

理
事
会

感
染
委
員
会

2
5

月
2
5

水
2
5

土
2
5

火
2
5

火

2
6
金

感
染
症
委
員
会

2
6

日
理
事
会

感
染
委
員
会

2
6

水
2
6

金
感
染
症
委
員
会

2
6

月
2
6

木
幹
部
会

2
6
土

2
6

火
2
6

木
幹
部
会

2
6

日
理
事
会

感
染
委
員
会

2
6

水
2
6

水

2
7
土

2
7

月
2
7

木
幹
部
会

2
7

土
2
7

火
2
7

金
感
染
症
委
員
会

2
7
日

理
事
会

感
染
委
員
会

2
7

水
2
7

金
感
染
症
委
員
会

2
7

月
2
7

木
幹
部
会

2
7

木
幹
部
会

2
8
日

2
8

火
2
8

金
感
染
症
委
員
会

2
8

日
2
8

水
2
8

土
2
8
月

2
8

木
幹
部
会

2
8

土
2
8

火
2
8

金
2
8

金
理
事
会

感
染
委
員
会

2
9
月

2
9

水
2
9

土
2
9

月
2
9

木
幹
部
会

2
9

日
2
9
火

2
9

金
2
9

日
2
9

水
2
9

土
理
事
会

感
染
委
員
会

3
0
火

事
業
報
告
〆
切

3
0

木
3
0

日
3
0

火
3
0

金
感
染
症
委
員
会

3
0

月
3
0
水

3
0

土
3
0

月
3
0

木
3
0

日
ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ

懇
親
会

3
1

金
感
染
症
委
員
会

3
1

水
3
1

土
3
1
木

幹
部
会

3
1

火
3
1

金
感
染
症
委
員
会

事
業
計
画
案
〆

3
1

月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月
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特養部門（特別養護老人ホーム 好日苑） 

 （
５
）
 好

日
苑

 特
養
／
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
【
寛
ぎ
（
旅
館
）】

／
特
養
【
居
住
（
第

2
の
家
）】

※
⇒
前
年
度
の
目
標
を
継
続
し
つ
つ
、
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
更
に
修
正
・
進
化
さ
せ
る
。

 

目
標
：
方
向
性
 

【
Pe
ac
ef
ul

 L
if
e（

穏
や
か
な
生
活
）
の
実
現
】・

職
員
育
成
・
ス
マ
ー
ト
化
・
先
手
の
ケ
ア
・

Pe
ac
ef
ul

 
Ca
re
・
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
・
認
知
症
ケ
ア
 

中
期
目
標
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

 

事
業
計
画
【
基
本
目
標
】

 

方
向
性
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

 

事
業
計
画
【
部
門
別
重
点
施
策
の
方
向
性
】

 

2
0

2
2
年
度

 

（
令
和

4
年
度
）

 

2
0

2
3
年
度

 

（
令
和

5
年
度
）

 

2
0

2
4
年
度

 

（
令
和

6
年
度
）

 

1
. 

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
目
標

 

暖
か
さ
を
感
じ
る

 

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 

（
利
用
者
の
心
を
共
有
す
る
）

  

①
 
Pe

ac
ef
ul

 C
ar
e（

看
取
り
介
護
）
 

 ②
 
持
ち
上
げ
な
い
介
護
 

  ③
 
認
知
症
ケ
ア

 

看
取
り
退
居
者

6
0
％
維
持

 

顧
み
る
看
取
り
介
護
の
整
理
と
評
価

 

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の
標
準
化

 

機
能

訓
練

指
導

員
の

雇
用

と
個

別
機

能
訓

練
加
算
及
び

A
D

L
等
維
持
加
算
取
得
整
理

 

認
知
症
実
践
者

2
人

 

リ
ー
ダ
ー
研
修

※
3
3
修
了
者

1
人

 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

仮
）
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
運
用
及
び
評
価
委
員
会

 

各
種
加
算
の
適
正
な
算
定

 

認
知
症
実
践
者

2
人

 

リ
ー
ダ
ー
研
修
修
了
者

1
人

 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

認
知
症
実
践
者

2
人

 

認
知
症
専
門
ケ
ア
加
算
取
得

 

2
. 

職
員
（
人
財
）
目
標

 

働
き
や
す
い
職
場
環
境

 

（
人
が
人
を
育
て
る
）

 

（
熱
意
と
実
行
力
の
あ
る

 

 
 
 
 
人
財
の
育
成
）

 

④
 
職
員
育
成
シ
ス
テ
ム

 

   ⑤
 
先
手
の
ケ
ア

 

⑥
 
ス
マ
ー
ト
化

 

【
5

S
委
員
会
始
動
】
⇒
職
場
環
境
改
善

 

⑦
 

D
X
事
業
推
進

 

新
入
職
員
育
成
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≫ ≫

≫

≫

≪ ≪

　　　　　　　　・ノーリフティングケアのスタンダード化
　　　　　　　　・ポジショニング・シーティングの整えによる適切な姿勢保持
　　　　　　　　・DX事業推進（次世代介護機器等の適正活用と評価）

Peaceful　Life　体系図　（好日苑の特長）

≫

≫

　　　　　　次世代介護の実践【　Next Generation Care　Team　】

　　　　　　穏やかな看取り介護　【　Peaceful　Care　】（好日苑造語）

　　　　　　認知症ケア【DementiaCare】

　　　　　　　　・認知症ケアの実践と評価
　　　　　　　　・認知症実践者及び認知症実践リーダー研修受講者の輩出

　　　　　　　　・看取り期における本人の意思を尊重したケアの充実
　　　　　　　　・顧みる看取り介護（グリーフケア）の考え方と共有

先
手
の
ケ
ア

【
P
r
e

a
h
e
a
d

職
員
育
成
シ
ス
テ
ム

【
6
つ
の
風
船
】

Peaceful Life 【穏やかな暮らし】

【令和 6年度スタートにあたり】 

令和 6年度は「第 6次中期経営計画」の目標である Peaceful Life の実現に向けた取り組みの最終年

度となります。 昨年度に引き続き「次世代介護の実践」「認知症ケア」「スマート化」の取り組みに力を注い

でいくと共に、「職員育成システム」の更なる強化を図り、無資格・未経験者や外国人材の育成に努めて参

ります。 「次世代介護の実践」につきましては、日常生活における機能訓練を、科学的根拠を持って実践

できるよう機能訓練指導員を中心に取り組んでいきます。 また入居者様の自立支援を目標に「ノーリフテ

ィングケア」及び「次世代介護機器」の導入と評価を実施し、次代のニーズに則したケアの確立に向けて取

り組んで参ります。 「認知症ケア」及び「スマート化」の取組につきましても、引き続き認知症実践者研修修

了者等の輩出及び「５S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）の考え方」を軸にした「スマート化」を実践し、生産性

向上に向けた取組（働きやすい職場環境作り）に力を注いで参ります。 

 

（９）好日苑（特養・ショート）≫ 第 6次中期経営計画を踏まえた令和 6年度事業計画の重点施策 

利用者 

① Peaceful Care（看取り介護）の実践 

② 次世代介護の標準化及び個別機能訓練加算、ADL維持等加算の適正な算定 

③ 認知症実践者及び認知症実践リーダー研修受講者の輩出による専門的な支援の実践と

アクティブ福祉 in東京‘24への参画 

職 員 

① PDCAサイクルに基づく職員育成システムの運用と QC活動（アクティブ福祉参画） 

② 科学的介護に基づく「先手のケア」の実践 

③ スマート化における働きやすい職場環境創り（５Ｓの実行と３M の検討） 

④ DX事業の推進（次世代介護機器の適正活用と評価） 

経 営 

① 響会 大規模防災訓練の継続 

② 地域との現状の関りの継続 

③ 入院日数 1,200日／年  ≫施設稼働 98％ （ 特養 96.6％、 ショート 108％ ） 

【係長会議（３C）】【特養会議】【看護師会議】【本館会議】【新館会議】【本館各階会議】【新館各階会議】 

１．「施設稼働目標」 

施設稼働率目標 98.0％（特養 96.6％、ショート 108％）（入院日数 1,200日／年） 

 

２．「Peaceful Life の実現」 
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【6つの風船】 

「洞察力」「コミュニケーション」「知識」「技術力」「専門的意識」「好日苑の特長」この 6つの

風船をバランスよく膨らませる事が出来る人財を育てていきます。 

・人事考課制度の適正運用 

・BS（ベーシック・スキル）研修制度の活用 

・「特養 育成本」を活用した PDCAサイクル 

（職員個別育成計画の活用と評価） 

・無資格未経験者、外国“人財”の育成 

・次世代介護を担うリーダー及びネクスト職員の育成 

・対面式及び動画視聴式による研修体制の効率化 

～Peaceful Life の実現に向けた 6つの目標～ 

目標①：「職員育成システム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標②：「スマート化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標③： 「先手のケア」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スマート化】 

好日苑でいう「スマート化」とは、余計な肉を取り必要な部分は残すために、筋トレとしての

研修や、共通書式等による事務作業の簡素化、職員協働による業務の効率化を図ることを

目的としています。 

・生産性向上に向けた取組（働きやすい職場環境創り） 

  本館⇒チームアプローチ（チューターユニット制）の 

機能強化 

  新館⇒ユニットケアの実践 

  看護⇒好日苑式チームナーシングの検討 

・５S（整理・整頓・清潔・清掃・躾）の実行と 

３M（ムリ・ムダ・ムラ）現状把握 

・介護・看護業務の整理と効率化 

・業務マニュアルの見直しと更新 

【Pre ahead care】 

気付きの重要性を他職種で共有し先の生活を見越した支援（先手のケア）をする事で、入

居者の安心した暮らしを支援していくと共に、介護サービスの質の向上を図る観点から、介

護サービスの質の評価と科学的介護の取組を推進しケアプランを通してエビデンスの可視

化に努めていきます。 

・入院日数 1,200日/年 

・科学的介護 LIFE（データに基づいた介護の可視化）による「根拠のある介護」の実践 

・自立支援促進加算の評価と見直しによる適正運用（医師との連携） 

・他職種との連携強化（介護・看護・PT・栄養・相談） 
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目標④：「穏やかな看取り介護」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標⑤：「次世代介護の実践」 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標⑥：「認知症ケア」 

 

 

 

 

 

 

 

 

Peaceful Life の実現に向けて、「職員育成システム（6つの風船）」「スマート化」「先手のケア」「穏や

かな看取り介護（Peaceful Care）」「次世代介護（Next Generation Care）」「認知症ケア」の 6つの目標達

成に向けて取り組む事で、利用者の尊厳を守り、その人らしく穏やかで暖かみのある暮らし（安心と暖か

さ）のサービスを提供する事が出来ます。 

 

３．「好日苑における 6つの取り組み×SDGｓ」 

 

【Peaceful Care】 

入居されてから看取り介護で退居に至るまで、食べる楽しみをいかに長く支援できるのか、

藤島式嚥下グレードを参考に、入居者の嚥下レベルごとの支援を設定し、少しでも長く生活

して頂くことを目的として、最期は施設で、ご家族と共に安らかに看取ることができる一連の

流れの確立を目標としています。 

・経口維持による他職種での食事支援と口腔衛生の取組 

・看取り期における本人の意思を尊重したケアの充実 

・顧みる看取り介護（グリーフケア）の考え方の共有 

【Next Generation Care Team】 

次世代介護の実践として、次世代介護機器やノーリフティングケアの浸透を図る事で、入居

者様、職員双方に優しいケアを実現していきます。 

・ノーリフティングケア（有する能力を活かしたケア）の継続的な実践（ボディメカニクスと福祉

用具の活用） 

・生産性向上（DX事業推進）の取組（次世代介護機器の適正運用と評価） 

・機能訓練指導員との協働による日常生活における機能訓練の実践と評価 

 （機能訓練加算と ADL維持等加算の算定） 

・Peaceful Life の実現に向けたポジショニングやシーティングの標準化 

【Dementia Care】認知症ケア検討会 

認知症介護実践者研修及び認知症介護実践リーダー研修の受講を通して認知症への理

解を深めると共に、行動・心理症状（BPSD）の予防及び出現時の早期対応ができるよう認知

症へのスキルアップをチーム全体で行います。  

・認知症の対応力を強化する為の事例検討会、研修の実施 

・アクティブ福祉 in東京‘24への参画 

・認知症実践者及び認知症実践リーダー研修受講者の輩出 



26 

 

Ⅰ 生活支援 

 

１．情報の共有化を図り、多職種協働のケアを提供します。 

・ケアプランと連動したケアの提供 

   ・介護サービスの質の評価と科学的介護の取組を推進していきます（科学的介護推進体制加算Ⅱ） 

・居室担当職員のサービス担当者会議参加 

・個別性があり、情報収集が簡易で評価しやすい記録様式の考案 

・多職種参加のチームミーティングを開催していきます。 

・簡潔で確実な申し送り体制の整備 

・新入職員（ＢＳ）研修の充実 

・外部研修参加から内部研修を通じてのフィードバック 

・計画的な内部研修の充実 

２．「安心と暖かさ」を感じられる看取り介護を目指します（看取り介護加算Ⅱ）。 

・穏やかな看取り介護【Peaceful Care】の考え方の周知 

・指針の推進と入所時の意向確認 

・看取り期における本人の意思を尊重したケアの充実 

 （「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等の内容に沿った 

取組） 

・看取り介護に関する指針の説明と、家族への適切な情報提供 

・ケアワーカー・生活相談員・介護支援専門員・看護職員・理学療法士・医師等の連携の強化 

・看護職員を中心とした連絡体制 

・看取り介護カンファレンスの実施 

・看取り介護実施の環境整備 

・看取り介護の実施評価（顧みる看取り介護） 

・看取りについての研修会の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看取りに関する指針 

入所時意向確認 

説明と同意 

看取り介護ケアカンファレンス 

医  師 

看護師 

管理栄養士 

協力病院 

生活相談員 

介護支援専門員 

介護職員 

利用者 

家 族 

多職種協働 

理学療法士 
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３．安全なサービス提供をします。 

・リスク管理委員会を中心に「事故事例検証」を行い、再発防止に向けた取り組みを行います。 

（※グループディスカッション形式による） 

・各種報告書による事故の把握と予防。 

・苦情、意見、要望に対する迅速な対応と解決。 

・職員間における事故・苦情の情報共有。 

   ・認知症の方が安心して過ごせる環境を専門医と連携しながら提供していきます。 

・身体的拘束の適正化に伴う委員会及び虐待防止委員会を中心とした、身体的拘束（不適切ケア）や 

虐待行為についての正しい理解と対応、ならびに事例等のデータ化による情報共有と対策。 

・感染症対策委員会を中心とした、感染症の理解と対応の徹底。 

・褥瘡対策委員会を中心とした、褥瘡を作らない介護の提供と発生時の対応の徹底。 

 （褥瘡マネジメント加算Ⅰ） 

・危険回避・予防対策にて「福祉用具（離床ｾﾝｻｰ・体圧分散ｴｱｰﾏｯﾄﾚｽなど）」の積極的な取り入れ 

を行います。 寝たきり、重度化防止への対策（自立支援推進加算）を実践していきます。 

・車椅子選定マニュアルを活用し、車椅子上の安楽な姿勢保持のために適正な車椅子選定・提案及

び定期的なアセスメントの実施。 

・その方の状態に合わせて、スライドシートやボード、及び Hug等の次世代介護機器を使用し、ご本

人の有する能力を活かしたケア（自立支援）を実践していきます。 

・BCP（事業継続計画）に沿った迅速な危機管理行動（感染症や自然災害等でも適切な対策・対応が

とれる知識・物品の備え、確実な感染症蔓延予防の実践等）が行えるよう年 2回以上の研修及び

訓練の実施。 

４．生活の場としての空間を提供します。 

・居室清掃の徹底 (日常清掃業者との連携) 

・多床室におけるプライベート空間の検討（間仕切り的な物品策定） 

・季節感のある空間づくり 

・湿温度計確認にて室温・湿度管理 

・セミプライベートスペース（団欒室）設営（食堂内の環境整備・演出） 

・感染予防を意識した日常清掃の実施・除菌消臭器の設置 

・リラックスでき、安全に入浴できる環境の見直し 

・居心地のよく、使いやすい家具の見直し 

５．生活に変化を創り、健康増進を図ります。 

・個々にあった、余暇の過ごし方の実践 

・レクリエーションや外出機会の充実 

・目的を持ったクラブ活動等の充実（いきいき体操クラブ・彩活動クラブ） 

・有する能力・健康な力を活用するケアの実践 

    ⇒機能訓練指導員との協働による日常生活における機能訓練の実践（機能訓練加算及び ADL 

維持等加算の取得） 

・QOLの維持に伴う福祉用具の活用と評価 

・ボランティア受け入れ態勢の見直し 
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Ⅱ 相談支援 

１．入居希望者の情報を把握し、迅速な入居手続きを行います 

・入居要綱に基づく適正な入居（医行為者の新規受け入れ） 

・大田区との連携による円滑な入居 

・事前訪問により入居待機中の方の状態を正確に把握する 

・訪問調査から入居までの時間短縮に努め、待機者の円滑な受け入れを行う 

 

２．利用者が安心して過ごせる相談援助をします。 

・ケアプラン更新基準書（新規・更新・変更）に基づくケアプランとその他必要計画書の作成（自立支

援推進加算等） 

・ケアプラン策定は入居者本人の意見、要望を傾聴するため、入居者・家族を含む 

サービス・担当者会議を開催し、多職種協働によるサービス提供と情報の共有を図る 

・入居者からの日常的な相談は、その都度本人と面談を行う 

・ケアプランの短期目標に基づき、面談によるモニタリングを行う 

・利用者・家族にわかりやすいケアプランを作成し、ケアプラン説明時には家族と面談の 

機会を確保する 

・月 1回の利用者カンファレンスによる入居者情報の把握と整理を行う 

 

３．家族との交流を促進します。 

・利用者・家族へのケアプランの説明と選択（インフォームドチョイス） 

・家族のニーズに合わせた情報提供 

・家族会の定期的な開催 

・施設における家族参加型介護（通い型介護）の推進に向けた検討 

・好日苑まつりへの参加 

 

４．地域の交流を促進します。 

・小・中学生の体験学習の再開検討 

・高校生の体験学習の積極的受入 

・ボランティア担当を活用し、地域住民のボランティアの積極的受入と活動支援 

・実習生受入体制の整備 

・外部専門学校などに講師派遣を行い、地域活動の推進 

・ボランティア懇親会の開催 

・城南ブロックを中心とした他施設（大田、目黒、世田谷等）との交流（情報交換） 

 

５．介護保険制度の適切な対応をします。 

・利用者・家族への説明と選択の徹底 

・職員への説明と情報共有   

・第三者評価の受審 
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Ⅲ 健康管理 

 

１．施設で穏やかに安心して生活を送って頂けるよう、健康面でのサポート体制を創ります。 

 ・入居者、職員、及び施設内の衛生管理の充実 

 ・感染予防の実施（１行為 1手洗い・手指消毒・マスク着用・換気・作業環境の清潔保持） 

 ・感染症発症時の適切な対応の指示出しを行い、感染症による蔓延防止に努めます。 

 ・室温･湿度の適正化と定期的な換気の実践（二酸化炭素チェッカーの活用） 

・定期健康診断と結果の整理⇒必要時Ｄｒ面談実施 

 ・必要に応じたバイタルチェックとボディチェックによる健康状態の把握 

 ・月 1回の体重測定と月 2回の血圧測定の実施 

・異常の早期発見に努め、受診が必要と判断した場合は迅速に対応できる医療連携体制を整備 

 ・感染症発症予防と蔓延防止体制（感染症対策委員会の強化） 

・感染症流行に備えた感染症対策研修及び訓練（年 2回以上）、随時マニュアル改訂を行います 

 ・月１回の褥創対策委員会実施と褥創発症予防のための実践ならびに評価 

 ・褥瘡予防対策研修【適宜】の実施、 

 ・排泄ｻﾎﾟｰﾄ（排泄委員会）の強化と排泄ケア用品業者との連携 

 ・嘱託医との連携 

□ 週 2回（火曜日・金曜日）の往診 

□ 24時間の連絡体制の確保（オンコール体制） 

 ・管理栄養士との連携 

    □ 経口維持往診 

□ 疾患や加齢に伴う嚥下機能の低下に合わせた食事の提供 

□ 栄養リハサポート 

 ・専門医への対応 

□ 歯科往診（週 1回木曜日）及び精神科療養指導（第 2・4火曜日） 

□ 協力医療機関（内科・外科・整形・皮膚科・脳外科・歯科） 

 ・必要に応じた協力医療機関とのカンファレンスの参加・実施 

・毎食後の口腔ケアの推進⇒口腔内清潔保持困難者は歯科衛生士の指導介入（介護職への歯磨き

指導）により、改善・悪化予防に努めます。 

・服薬手順を厳守し看護職員、介護職員ともに誤って服薬させてしまう事故の防止に努めます。 

 

２．看護師会議（月 1回）及びの多職種参加の【NM】ナースミーティング（週 2回）を中心とした、医療連携・

他職種連携における課題の解決、ケア連携の強化を図ります。 

・利用者カンファレンスへの参加 

 ・介護職のミーティング・フロア会議に参加し、利用者様の医療的課題の共有・解決に努めます。 

・勉強会（月１回）･･･等 

    看護職員の能力向上と意識統一を図るため、各看護職員が交代で講師を務め実施していきます。 
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3. 介護職向け研修 

・介護職員が実施可能な医行為が行えるよう、研修等を含めて必要な知識を指導し、 安全、安心な

高品質サービスが提供できる実施体制の整備を促進します（胃瘻の準備等、吸引、吸入、応急処

置、与薬、バイタルチェック、酸素ボンベの取扱い等）。 

・「東京都介護職によるたんの吸引等の研修」を受講し、当施設での実地研修を行い、緊急時に対応

が出来る体制を整備していきます。 

  ・緊急対応（心肺停止時、転倒・転落時、発熱、嘔吐時・・・等の対応） 

 

４．緊急連絡体制の継続と対応の確認をします。 

 ・夜間看護職員連絡体制(オンコール)の確保 

 ・嘱託医との 24時間連絡体制の確保 

 ・協力医療機関とも連携し 24時間連絡体制の確保 

 

 

Ⅳ 栄養管理 

 

１．おいしく楽しい食事を提供します。 

・彩り・盛り付けに配慮し、見た目に美しく、おいしい食事の提供 

・行事食や旬の食材に配慮し、季節感を感じることができる食事の提供 

・イベント食や選択食の充実化 

・出来たての味♪や手作りおやつなど利用者の目の前で提供する機会の設置 

・食事会議の毎月開催 

・献立品目別食形態別残菜調査の実施(年１回) 

・栄養管理の重要性について、職員勉強会の実施 

○ 歯科医師との連携による、定期的な内視鏡検査の実施 

○ 利用者の負担を減らす効率的な食事の提供（1回食、2回食とハーフ食） 

○ 好日苑嚥下ピラミッドの構築と周知徹底 

 

２．栄養ケアマネジメントと【栄養リハ】を適切に実施し多職種と情報の共有化を図ります。 

・嗜好や嚥下などの状況の栄養スクリーニング、アセスメントの実施（栄養マネジメント強化加算） 

・「口から食べたい」という利用者の思いを尊重した、経口摂取の維持 

・経管栄養利用者へ対する摂食・嚥下機能評価と経口移行への取り組み 

・栄養状態と摂食嚥下機能のチェックと評価 

・歯科医師・歯科衛生士の助言を現場職員へフィードバックした口腔衛生管理への取組み 

・ライフステージに応じた【食】の提案 

 

３．安全な食事を提供します。 

・温度・衛生管理を徹底し、安全な食事の提供 

・食中毒等の防止 

○ 手指消毒、衛生チェックの徹底 

○ 食品の加熱殺菌の徹底（中心温度のチェック） 
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○ 食器等の適切な洗浄 

○ 食事会議の実施 (月一回) 

○ 『食中毒予防』研修の実施（年二回） 

・汚染区域と非汚染区域の区分けを徹底 

・食事委託事業者との衛生管理方法の確認 (マニュアル・グッズの設置) 

・職員に対する研修 (食事介助方法、嚥下機能について) 

・感染症対応時、罹患者への個別対応(粥食やディスポ対応の実施) 
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経口維持計画 

食事摂取方法 

 

適切な食事･水分 

多職種協働 

経口移行計画 

適切な食事･水分 

多職種協働 

食事摂取方法 

 

経口経管併用 
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～栄養リハと栄養ケアマネジメント～ 

これからの栄養ケアマネジメントにおいては、身体機能と栄養状態を総合的に評価し、個人のライフステ

ージに見合った食事内容の提案が求められます。そこで、栄養管理に関する身体機能的評価と栄養状態

における評価を分け、それらを統括することによって総合的な栄養支援の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経口維持・経口移行の取り組み 

摂食・嚥下機能を定期的にスクリーニングし、専門歯科医師による内視鏡検査実施  

計画作成、定期的な評価 

口腔機能維持、口腔衛生（歯みがき）指導 

歯科医師・歯科衛生士との連携を図り、入居者の口腔状態を把握 

口腔衛生の手法を周知 

摂食行動の観察（ミールラウンド） 

食事の自立度を把握し、適正なポジショニングの検討や自助具の選定 

ミールラウンドによる情報共有と介助技術指導(OJT) 

栄 養 管 理 （身長・体重、血液データ、食事摂取量、褥瘡の有無） 

栄養ケアマネジメントの実施 

評 

価 

栄 養  リ ハ 
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Ⅴ 短期入所生活介護 

 

１．安心して利用できるショートステイを目指します。 

・新規事前訪問調査及び利用日前情報収集による心身状況把握 

・訪問調査やサービス担当者会議への相談員の参加を積極的に行い、在宅環境・生活パターンを把

握し、ご本人・ご家族にとって「住み慣れた環境に近い」生活空間創りによる『安心』を提供します。 

・適正なケアプランの作成(短期入所期間中の目標設定を計画書に反映) 

・適切な説明と同意(短期入所計画書の交付) 

・「入所時聞き取り調査」に介護・看護職員が同時に入る事で、「総合的な支援計画」を 

策定・提供します。 

・在宅生活でも活用できる福祉用具・支援方法の助言・提案(退所時報告内容の充実) 

・入所手続きを簡素化し、情報収集に力を入れることで、より個別のニーズを把握した上で支援を行っ

ていきます。 

・危険回避・予防対策にて「福祉用具（離床ｾﾝｻｰなど）」の積極的な取り入れを行います。 

・「断らないサービス」を基本に当苑で対応できる医行為者（胃瘻・吸引等）の受け入れを行うと共に 

医行為者の受け入れ拡大に向けた取組を行っていきます。 

・個別ニーズに合わせてレクリエーション活動を実施していきます。 

・利用を検討されている方への施設見学を行い、不安の解消に努めます。 

・特養入居に向けて、ショートステイから慣れて頂く事ができるよう、継続的にケアを行っていきます。 

・緊急時の受け入れも柔軟に対応いたします。 

・感染症予防・対策を徹底しサービスを提供いたします。 

 

２．ショートステイ利用者・ご家族に、安定したケアを提供します。 

・家族、各部門、居宅介護支援事業所と連携・協働したケアの提供をします。 

・利用率 108％以上を目標として、様々な利用者の要望に答えることができる体制を構築します。 

・予約から退所日までの事務を効率化し、利用に伴う「負担」を軽減します。 

・在宅・施設の『バリアフリー』を目的に、施設利用時のサービス内容、ならびに 

・「在宅生活でも活かせる介護支援方法等」をご家族様へ提供し、継続的なショートステイ利用を目指

します。 

・期間が空いての利用、入院などで状態変化がある場合は、事前に電話連絡及びサービス担当者 

会議への参加にてアセスメントを行い、入所までにケア方法・居室環境の変更など行います。 

・周辺症状のある認知症利用者も、居宅介護支援事業所のＣＭ、他在宅サービス、主治医と 

連携をとって安心して過ごして頂けるようにいたします。 

・入院ベッドを活用し、多くの方にご利用いただけるようにいたします。 

・ご家族様のニーズに対応できるよう、より柔軟な送迎サービスを実施致します(送迎加算) 

・入退所時間の拡大を行い、利用者、ご家族様が更にご利用しやすくなるように、柔軟な 

対応をいたします。 
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３． 連絡・連携に努めます。 

・サービス担当者会議の出席(情報の提供・共有) 

・外部の専門職等との連携による自立支援・重度化防止に資する介護の推進を図っていきます。 

・利用者・家族との密な連絡とモニタリング（相談・要望等の把握） 

・地域包括支援センター等関係機関との連携を強化し、「緊急受入れ（虐待ケースなど）」を円滑に遂

行します。 

・大田区介護事業者連絡会やショートステイ関連外部研修に参加し、他施設の運営状況等を収集し、

その情報を積極的に取り入れ、活用に努めます。 

 

４． 好日苑多機能型居宅介護としての「泊り（ショートステイ）」機能としての連携強化 

・好日苑多機能型居宅介護会議（KTKK）への参画 

 

 

Ⅵ 人“財”育成 

・「育成手帳」や「新入職員個別育成計画」「好日苑式介護を知る講座」（無資格未経験者向け）等の

ツール「特養 育成本」（好日苑育成システム）を活用した無資格、未経験者及び外国人材等の多

様な人財の育成 

・育成の流れを元に効果的に「指導担当を中心にチームで OJT」を実施 

・やる気向上に繋がる、効果的な内部研修の実施 

・対面式及び動画視聴形式の研修を計画的かつ効果的に実施（外部研修） 

・ステージに合わせた BS研修の実施（新入職員・チューター・NEXT・リーダー） 

・不適切なケアについて見直しをする機会として「虐待の芽チェックシート」を定期的に実施（年 2回） 

・自己研鑽、スキルアップのための資格取得支援（初任者・実務者研修の受講、介護福祉士受験等） 

・第２号医行為研修取得者、認知症介護実践者及び実践リーダー受講終了者の輩出 

・ユニットケアリーダー研修受講終了者の輩出 

⚫ 仕事基準書による能力把握（スクリーニングの実施） 

⚫ 考課面接の 100％実施 

⚫ チューターユニット制の効果的活用 

本館 
係

長 

2階 
主任 すずらん 

新館 
係

長 

1階 
主任 上池台 

副主任 ユリ 副主任 稲荷坂 

3階 
主任 ひまわり 

2階 
主任 貝塚坂 

副主任 タンポポ 副主任 東雪谷 

4階 
主任 さくら 

3階 
主任 夫婦坂 

副主任 コスモス 副主任 仲池上 

   

【チューターユニット制（小規模単位型組織管理体制）】（好日苑造語）好日苑でいう【チューターユニット制】とは、

① 入職後ケアワーカーとして働いていくために、「育成手帳」「面談シート」を活用して育成するシステムのひとつ。 

チューター（個人指導教師）が新任職員又は後輩職員へ指導・教育・訓練を行うのを、ユニット単位で実施するというも

の。つまりチューター（個人指導教師）は、複数（4～5 名）の職員がチームを組んで行うことになる。 

② 各フロア 2ユニットに分けることにより、小規模単位での職員ケアや指導ができること、またお互いのユニット（チーム）

を意識し合うことで相乗効果が生まれ、更なる組織管理体制の強化を図ることを目的としています。 
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【好日苑育成システム】（好日苑造語） 

新入職員がスムーズに介護現場に入る事が出来るよう、①好日苑介護の基本を学ぶ「好日苑式介護を

知る講座」②目指すべき将来像を見える化した「育成プラン」③定期的に気持ちや進捗状況が確認できる

「入職後 1 ヶ月、3 か月、6 ヶ月面談」を実施し、介護のプロを育てる一連の流れを目的としています。 

【好日苑人財育成の考え方】                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

好日苑の特徴の一つでもある、同一敷地内に、従来型特養とユニット型特養、またデイサービスやヘルパ

ーステーション等の在宅部門も併設されています。 好日苑が求める 6 つの風船をバランスよく膨らませる

事が出来る職員を育てるために、より多くの経験を積む事が重要だと考えます。                  

好日苑では上記の考え方の元、概ね 3 年の在籍を目安に、職員の配置転換を実施し、あらゆる場面で通

用する能力を身につけた職員の育成に力を注いでいきます。 

【メンタルヘルス対策】                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

メンタルヘルスは、強いストレスや不安・悩みを抱え続けることで不調をきたします。 利用者様の「安

心と暖かさ」の実現に向けては、職員一人ひとりのメンタルヘルス（心の健康）を保つことが大切です。 

好日苑ではメンタルヘルス不調を未然に防げるよう相談体制を整え、生き甲斐を持って働ける職場

環境を実現していきます。 

 

【好日苑 OJT の考え方】 

 好日苑では、一人の職員が新人職員につくのではなく、指導担当を中心に複数の職員が指導にあたっ

ています。 一人の職員の負担を減らすとともに、様々な視点で見ていくメリットを重要視しています。 また

勤務のデビューが、「OJT のゴール」ではなく、ステップアップの段階であり OJT、OFFJT、面談等を繰り返

しながら、好日苑を通して仕事の成熟度があがり、学びを深め、人間的成長をはかることを期待（６つの風

船）しています。 OJT は、大変なイメージもありますが、自分自身の仕事の点検、振り返りにもなり、「する

側の成長」にも繋がっていくと考えています。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



36 

 

1. 令和 6年度 特養内部研修・訓練予定  

 

（１） 特養内部研修・訓練体系 

 

全
体
研
修 

・特養各種サービス指針に基づく必須研修として、全館合同で実施する。 

・対面式の研修と動画視聴形式による研修及び訓練を実施する。 

・BS(ベーシックスキル)研修 

職員研修として必要な基礎知識の習得を目的として、階層別(新人・チューター・ネクスト・リ

ーダー)に実施する。 

・外部講師による内部研修（東京都登録派遣講師事業等） 

外部の講師を招いて施設内で研修をすることで、バーチャル外部研修を体験する。 

各 

館 

研 

修 

本館内部研修 本館の特長を踏まえた研修内容とする。 

新館内部研修 新館の特長を踏まえた研修内容とする。 

医
務
室 

看護・栄養内部研修 

（勉強会） 

看護・栄養・機能訓練・栄養リハ等、医療専門職として、必要な知識

や技能を中心として月 1回実施する。 

    

（２） 特養全体内部研修・訓練 

月 研修名 概要 講師 

4 事業計画説明 

6 年度の事業計画を読み合わせ、特養全体の

重点目標を理解し、本新館目標を知ることで、

自身が求められていることを知る。 

特養課長 

介護係長 

5 Peaceful Care～看取り介護～ 

好日苑で取り組んでいる Peaceful Care につい

て知識を高め、穏やかに最期を迎えるために必

要な視点を学ぶ。 

相談係長 

6 介護基礎研修 

基本的な介護技術の根拠を理解する事で、入

居者の ADL に合わせたケアを行う事が出来る

ようにする事を目的とする。 

リスク管理 

委員会 

7 
安全管理体制研修 

（危険予知トレーニング） 

介護保険施設における事故発生の防止と発生

時の適切な対応を学ぶ。 

リスク管理 

委員会 

8 特養職員マナー研修 

社会人として、及び特養職員としてのマナーを

習得し「安心と暖かさ」の提供の実践が出来る

人財を育てる事を目的とする。 

３C 

（係長会議） 

9 
安全管理体制研修 

（緊急時対応研修） 

介護保険施設における事故発生の防止と発生

時の適切な対応を学ぶ。 

リスク管理 

委員会 

10 
自然災害・感染症発症時における 

事業継続計画（BCP）研修 

高齢者施設の入居者及び利用者の生命を守る

ため、大規模災害や感染症等による集団感染

が発生した際の事業継続についての流れや対

応を学ぶ。 

STST 
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月 研修名 概要 講師 

11 感染症対策・食中毒防止研修 
感染症発生時における標準対応と、今年度の

傾向（流行）について対策を確認する 

看護職員 

栄養職員 

12 感染症対策・食中毒防止研修 
感染症発生時における標準対応と、今年度の

傾向（流行）について対策を確認する 

看護職員 

栄養職員 

1 認知症ケア研修 

認知症への理解を深めると共に、行動・心理症

状（BPSD）の予防及び出現時の早期対応がで

きるよう認知症へのスキルアップを図る事を目的

とする。 

認知症ケア 

検討会 

2 
安全管理体制研修 

（緊急時対応研修） 

介護保険施設における事故発生の防止と発生

時の適切な対応を学ぶ。 

リスク管理委

員会 

3 次世代介護（NGC）研修 

ノーリフティングケアや介護ロボット等の考え方

を学び、実践できるようにトレーニングを行うと共

に、適切なポジショニングや支援方法を学ぶ事

で、入居者の自立支援や褥瘡予防、職員の腰

痛予防を目的とする。 

NGCT チーム

理学療法士 

偶

数

月

に

開

催 

ＢＣＰ（自然災害）訓練 

避難所運営ゲーム（HUG） 

避難所（hinanzyo）運営（unnei）ゲーム（game）の

略称。 避難所運営のノウハウ、現状と課題など

について理解を深めることを目的とする。 

リスク管理委員会 

STST 

ＢＣＰ（感染症）訓練 

感染症に係る BCPの具体的な内容を職員間に

共有する事、また発生した場合において、施設

内の役割分担を確認する事で、迅速に行動す

る事、感染対応時の個人防護具等の着脱手順

の迅速かつ適切な対応を習得する。 

リスク管理 

委員会 

ＢＣＰ（自然災害）訓練 

避難所運営ゲーム（HUG） 

避難所（hinanzyo）運営（unnei）ゲーム（game）の

略称。 避難所運営のノウハウ、現状と課題など

について理解を深めることを目的とする。 

リスク管理委員会 

STST 

ＢＣＰ（感染症）訓練 

感染症に係る BCPの具体的な内容を職員間に

共有する事、また発生した場合において、施設

内の役割分担を確認する事で、迅速に行動す

る事、感染対応時の個人防護具等の着脱手順

の迅速かつ適切な対応を習得する。 

リスク管理 

委員会 

適

宜 

チューターＢＳ研修（中級） 

３～４日間 

入職後 2～3 年目の職員を対象として、以下、

基本項目に沿って、指導的な立場となっていく

上での入口的な研修とする。 

特養事務 

介護職員 

看護職員 

チューターＢＳ研修（上級） 

３～４日間 

入職後 3～4 年目の職員を対象として、以下、

基本項目に沿って、指導者としての更なるスキ

ルアップをはかる研修とする。 

特養事務 

介護職員 

看護職員 
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月 研修名 概要 講師 

ネクストＢＳ研修 

   ３～４日間 

次世代のリーダー達（フロアでの中心的な存

在）を対象として、以下、基本項目に沿って、リ

ーダーとして必要な要素（スーパービジョン・リ

ーダーシップ）を盛り込んだ研修とする。 

特養事務 

介護職員 

看護職員 

 

（３） 特養全体動画視聴研修（偶数月に開催） 

月 研修名 概要 配信先 

4 
介護現場におけるハラスメント

対策研修 

介護現場におけるハラスメントを、職員が個人

の問題として抱え込む事を防ぎ、継続的に働く

事が出来る労働環境が整備されている事を学

ぶ。 

介護現場におけるハラスメントに関する職員研

修 - YouTube 

大田区 

福祉人材 

e ラーニング

システム 

6 
リスク管理体制研修 

（緊急時対応研修） 

介護保険施設における事故発生の防止と発生

時の適切な対応を学ぶ。 

Bing 動画 

安全な介護 

8 高齢者虐待防止研修 

高齢者虐待の定義や身体的拘束等の不適切

ケアについて学ぶ事で、高齢者虐待の防止に

繋げていく。 

神戸市高齢者虐待防止 介護従事者研修用映

像 「よりよい介護をめざして」 - YouTube 

東京都福祉

保健財団 

10 感染症対策研修 

感染発生時の施設における対応力向上を図る

ため、感染拡大防止や感染対策事例等を踏ま

えた標準予防策を学ぶ。 

施設における感染拡大予防に関する事前研修

動 画 に つ い て  東 京 都 保 健 医 療 局 

(tokyo.lg.jp) 

東京都保健

医療局 

12 メンタルヘルス研修 

メンタルヘルス（心の健康）を保つための、基本

的な知識や対策を学ぶ。 

仕事のストレスとの付き合い方 (eden.ac) 

東京都 

メンタルヘルス

支援事業 

2 高齢者虐待防止研修 

高齢者虐待の定義や身体的拘束等の不適切

ケアについて学ぶ事で、高齢者虐待の防止に

繋げていく。 

養介護施設従事者等による高齢者虐待防止に

役立つ資料等のリンク集 ｜ 公益財団法人 東

京都福祉保健財団 (fukushizaidan.jp) 

東京都福祉

保健財団 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=Nom21n4bukI
https://www.youtube.com/watch?v=Nom21n4bukI
https://www.bing.com/videos/riverview/relatedvideo?q=%E5%8E%9A%E5%8A%B4%E7%9C%81%E3%80%80%E4%BA%8B%E6%95%85%E9%98%B2%E6%AD%A2%E5%AF%BE%E7%AD%96%E5%8B%95%E7%94%BB%E7%A0%94%E4%BF%AE&mid=8E6C57469ECD3E80E87C8E6C57469ECD3E80E87C&ajaxhist=0
https://www.youtube.com/watch?v=R-JykrXdkaw
https://www.youtube.com/watch?v=R-JykrXdkaw
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/corona_portal/iryokikan/kensyuudouga.html
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/corona_portal/iryokikan/kensyuudouga.html
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/corona_portal/iryokikan/kensyuudouga.html
https://eden.ac/textSectionRead?sectionid=677746&assignmentid=75715#677746
https://www.fukushizaidan.jp/105kenriyougo/link/
https://www.fukushizaidan.jp/105kenriyougo/link/
https://www.fukushizaidan.jp/105kenriyougo/link/
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（４） BS研修（概ね半年に 1回の開催） 

・ＢＳ（Basic Ｓkill）研修・・・入職者を対象に開催し介護の基本と好日苑の取組を学ぶ 

研修名 概要 講師 

法人組織や事業・各種規定説

明 

・倫理綱領・就業規則・給与規定・運営規程・オ

ンブズパーソン委員会設置要綱・苦情解決の

取組に関する実施要綱・個人情報保護規定・

各種サービス指針・各種申請書 

事務長 

事業運営方針 
・中期経営計画説明 

・事業計画説明 
特養課長 

大田区の介護保険制度の現状 

・介護保険制度全般 

・優先入所制度・特養の現状（要介護度・料金

等） 

特養課長 

事業継続計画（BCP） 
・自然災害及び感染症による事業継続計画

（BCP）説明 
特養課長 

介護現場におけるハラスメント

対策 
・ハラスメントの基本的考え方と対処方法 介護係長 

介護の考え方と好日苑の特徴 

・好日苑の求める人財像～6つの風船～ 

・好日苑の特徴 

・マナー研修～相手の気持ちを大切にする～ 

介護係長 

高齢者虐待防止 
・高齢者虐待防止 

・身体的拘束適正化について 
相談係長 

事故防止対策 
・事故発生防止の基礎的知識 

・事故発生時の対応について 
介護係長 

ケアプラン研修 

・ICFの理解 

・Peaceful Care（穏やかな看取り介護）の取組 

・施設のケアマネジメント 

・記録について 

相談係長 

食事研修 

・好日苑の食事～人を良くする食事～ 

・食形態・食中毒予防 

・栄養リハ 

・経口維持計画/経口移行計画 

管理栄養士 

医療研修 

～先手のケア～ 

・胃瘻の管理・吸引等の医行為（実技含む） 

・健康管理についての理解・感染対策 

・褥瘡予防 

看護係長 
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（４） 本館・新館 内部研修 

研修項目 概要 

 

介護基礎研修  

食事・排泄・入浴等の介護の基礎知識、技術及び根拠を身につける。 

 

ＯＪＴ研修  

多様な職員に併せたＯＪＴスキルを身につけることで、職員育成に活かす。 

 

居担の役割研修 

 

居室担当の役割を理解し、「利用者を知る」ことの大切さを学び、他職種協

働していくためのキーマンとなる。 

 

ユニットケア研修 

 

ユニットケアの考え方を基本に「当たり前の生活」が送れる為の支援方法（ソ

フト・ハード・システム）を検討、精査。 

上記研修内容を中心に、状況に合わせ、タイムリーな内容を実施。 

 

【 介護職員内部研修の概要 】 ≪ ポイント ≫ 

① 『 タイムリーな研修 』 

各館会議内で実情に合った研修をピックアップする。実情に合わせることにより、参加意欲や目的意

識が上がり、実践に結びつけやすくなる。 

 

② 『 緊急時対応研修 』 

緊急時は素早く対応することが求められるため、常にトレーニングが必要である。そのため 3 ヵ月に 1

回定期的に開催することで、職員の不安感の軽減と緊急時対応に関する意識向上を図ることを目的と

する。 

 

③ 『 皆講師 』 

ケアワーカーも講師として参加する。自己研鑽が出来る環境を提供することで、ケアワーカー自身の

知識・技術・コミュニケーションの向上を図る。 

 

④ 『 本館・新館交換講師 』 

本館職員が新館内部研修の講師として参加し、逆に新館職員が本館内部研修の講師として参加す

ることで、新鮮な気持ちで研修が受講できること、また本新館の情報共有が図れることで、本新館の相

互理解が深まり、お互いの良さを活かすことが出来ることを目的とする。 

 

⑤ 『 活きた研修 』 

研修終了後も、フロアで活かされるように、①参加者でチームを作り取り組む、②参加職員個人に課

題を科し期間を設けて振り返る等の仕掛けをして、参加して終わりにせずに実際のケアや職員育成に

繋げていく。 

（５） QC活動（第 19回高齢者福祉実践・研究大会【アクティブ福祉 in東京‘24】への道） 
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第 2 回目《実地研修のみ》 

第 3 回目 

《基本研修＋実地

研修》 

月 進行スケジュール 概要 担当 

４ 題材検討期間 取り上げたい題材を募り、発表者を募る 
係長会議 

（３C） 

5 抄録作成 
題材の妥当性を図り、発表者と意見交換しなが

ら抄録を作成 

係長会議 

（３C） 

6 抄録を基に資料作成 
抄録を基に発表の資料とコメントを作成（質疑

応答を含め 15分で終了） 

発表者   

係長会議 

（３C） 

7 

～ 

8 

・資料の読み合わせと修正 

・申込手続き 

実践をイメージした発表を時間内で行えるよう、

説明速度等の微調整及びコメント等の調整を行

い仕上げていく。 

発表者   

係長会議 

（３C） 

9 令和 6年 9月 25日（水） 京王プラザホテル 開催予定 

 

（ 令和 6年度年間実施スケジュール ） 

 

（６） 医務室勉強会 

 特養全体内部

研修 

喀痰吸引(2号医行為)研

修 

資格取得支援 認知症基礎研修 

４月 事業計画説明    

５月 緊急時対応    

６月 高齢者虐待研

修 

   

７月     

８月     

９月 災害想定訓練    

１０

月 

感染症対策    

１１

月 

感染症対策    

１２

月 

緊急時対応    

１月   ◆介護福祉士

国家試験 

 

２月     

３月     

実務者研修《分校》 

第 1 回目《基本研修＋実地研修》 

4～5 名 

3 名 

2 名 

3 名 

5 月まで 

第 1.2 回《実践者》 

第 3～6 回《実践者》 

第 11～14 回《実践者》 

第 15.16回《実践者》 

第 7～10回《実践者》 

第 17～20 回《実践者》 

第 1.2 回《ﾘｰﾀﾞｰ》 

第 3.4 回《ﾘｰﾀﾞｰ》 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 

1 名 
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研修名 概要 

【特養看護師の役割】 
特養看護師に求められる役割の自覚・多職種協働できるため

の技術 

【感染症】（2回/年） 
季節柄の感染症・予防策、冬季における感染症（インフルエン

ザ・ノロウイルス） 

【脱水予防】 脱水予防のための知識・ケア 

【褥瘡予防とケア】 予防観点からの褥瘡ケア、褥瘡の状態理解とケア 

【緊急時対応】 心肺蘇生人形での CPR・AED 実践 

【誤嚥性肺炎の予防とケア】 口腔ケアや呼吸リハの技術を習得しケアに活かす 

【高齢者が罹りやすい疾患】 脳梗塞・心不全などの予防と好日苑での看護 

【伝え方】 「伝える力」「わかりやすく伝える」向上トレーニング 

【看取り介護】 Peaceful Care における特養看護師の役割 

目的：特養看護師としての必要な看護知識・看護技術を習得するにあたり、その根拠や最新知識の復

習・情報共有を行う。参加者皆で意見交換しあい、自分の意見を述べる勉強会方式とする。 

 

 

Ⅶ 会議・ミーティング・委員会 

会  議 目  的 

係長会議（3C） 

・施設稼働率目標 98％（入院日数 1,200日／年） 

・「～Peaceful Life の実現に向けた 6つの目標～」 

・３M（無理・無駄・ムラ）現状把握 

・特養全体の課題に対する検討会議・情報共有会議 

特養会議 

・施設稼働率目標 98％（入院日数 1,200日／年） 

・「～Peaceful Life の実現に向けた 6つの目標～」 

・特養全般の問題点共有と改善策検討 

本館会議・新館会議 

・施設稼働率目標 98％（入院日数 1,200日／年） 

・「～Peaceful Life の実現に向けた 6つの目標～」 

・各館・各フロア（ＳＳ含む）の問題点共有と改善策検討 

本館 5S委員会 ＋ 新館 5S委員会 

各階会議 

（各フロア及び各ユニット) 

・施設稼働率目標 98％（入院日数 1,200日／年） 

・「～Peaceful Life の実現に向けた 6つの目標～」 
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認知症ケア事例検討会 

月 概要 講師 

４ 

・事例検討会（日々起こる認知症に関連した困難ケー

スについての検討、現場職員として学ぶべき事につい

て参加者、講師と共同しフロア職員の知識向上を目指

す） 

認知症実践者・リーダー研修受講者 

6 ・事例検討会（同上） 認知症実践者・リーダー研修受講者 

8 ・事例検討会（同上） 認知症実践者・リーダー研修受講者 

10 ・事例検討会(同上) 認知症実践者・リーダー研修受講者 

12 ・事例検討会（同上） 認知症実践者・リーダー研修受講者 

2 ・事例検討会(同上) 認知症実践者・リーダー研修受講者 

 

 

【 委員会 】 多職種（看護・栄養・介護・相談）で構成しています。 

委員会 目標・具体的取組 

・上位会議報告・委員会報告・フロア課題検討 

利用者カンファレンス 

（各フロア及び各ユニット) 

・Peaceful Life の実現に向けて 

・各フロアの利用者情報交換・援助方法検討・居室担当の仕事確認 

 

看護師会議 

・施設稼働率目標 98％（入院日数 1,200日／年） 

・「～Peaceful Life の実現に向けた 6つの目標～」 

・特養看護体制の問題点共有と改善策検討推進 

・好日苑式チームナーシングの構築 

入居判定会議 

・施設入居を効果的・適正に行うため、自主的に透明性の強化を図

る 

 

サービス担当者会議 
・施設サービス計画作成にあたり、多職種との意見交換を行う 

 

食事会議 
・給食に関する問題点の共有と改善策検討 

 

栄養ケアマネジメント 

・施設サービス計画書と連携し、栄養的観点から栄養ケア計画を作

成 

 

経口維持計画 

・専門医師指導のもと栄養ケア計画･施設サービス計画と連携し、経

口維持計画を作成しケアの統一を図る 

 

口腔衛生管理 

・歯科医師・歯科衛生士との連携を図り、入居者の口腔状態を把握

して口腔衛生の手法を現場へ周知する。また、口腔状態のトラブ

ルがあれば歯科医師・歯科衛生士へ報告し、摂食機能の維持に

努める。 
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次世代介護実践チーム 

（Next Generation Care Team） 

（目標） 

次世代介護の実践として、次世代介護機器やノーリフティングケ

アの浸透を図る事で、入居者様、職員双方に優しいケアを実現

していきます。 

（具体的取組） 

・ノーリフティングケアのスタンダード化に向けた取り組み 

・機能訓練指導員との協働による日常生活における機能訓練の

実践と評価（機能訓練加算と ADL等維持加算の算定） 

・介護ロボット導入の課題抽出と評価（介護ロボットのプラットフォ

ーム事業への参加） 

・研修会及び勉強会の開催 

５S委員会（本館会議・新館会議） 

～ 整理・整頓・清掃・清潔・躾 ～ 

（目標） 

５Sを実践していく事で、より良い職場環境を整備し、気付きを大

切に出来る職員を育てていきます。 

（具体的取組） 

・５Sに関する方針の定めに従った、５S活動の徹底 

排泄委員会（本新合同） 

（目標）「その人にあったケア」を考える 

排泄ケアの基本的知識と技術を習得（排泄マスター）し、その人

にあった快適な排泄方法の具体的検討を行い自立に向けた支

援を行っていく（コンチネンスケア）。 

（具体的取組） 

・排泄リーダーの育成 

・コンチネンスケアの実践（道具の適正活用） 

リスク管理委員会 

 

（認知症ケア検討会） 

（目標） 

事故事例の分析・今後の対応・気づきの共有を行い、利用者が

“第２の我が家”である好日苑で「安心」と「暖かさ」のある暮らしが

送れる事を目標とする。 

（具体的取組） 

・安全管理責任者が主導となった多職種による事故事例の 

分析・対応・気づきの共有 

・「虐待の芽チェックシート」の実施と評価・検討 

・認知症ケア事例検討会でのアクティブ福祉 in東京への挑戦 
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委員会 目標・具体的取組 

身体的拘束の適正化に伴う委員会 

（目標） 

利用者の尊厳と主体性を尊重し、拘束を安易に正当化すること

なく職員一人ひとりが身体的・精神的弊害を理解し、身体的拘束

適正化に向けた意識をもち、身体的拘束をしないケアの実施に

より、「安心と暖かさ」を提供する。 

（具体的取組） 

・身体的拘束の適正化を目指した検討 

・虐待防止の推進と研修の開催 

・利用者状況確認 

虐待防止委員会 

（目標） 

利用者の尊厳と主体性を尊重し、不適切なケアを安易に正当化

することなく職員一人ひとりが不適切ケアを理解し、虐待防止に

向けた意識をもつ事により、「安心と暖かさ」を提供する。 

（具体的取組） 

・虐待防止を目指した検討（不適切ケアの共有） 

・虐待防止の推進と研修の開催 

・「虐待の芽チェックシート」の実施と評価・検討（7月・1月） 

感染症対策委員会 

（目標） 

平素から感染症予防の意識を持つと共に、感染予防、感染症発

生時に迅速且つ適切な対応を行い、「安心と暖かさ」を提供す

る。 

（具体的取組） 

・関係通知の確認（制度に則った委員会の運営） 

・感染症・食中毒・まん延防止についての検討 

・新型コロナウイルス感染症予防対策についての行政からの情報

共有と予防対策の具体策についての検討 

・感染症研修の企画 

 

褥瘡対策委員会 

（目標） 

褥瘡発生予防・褥創発生者の経過報告と対応策の検討を行い 

介護の質の向上を図る事を目標とする。 

（具体的取組） 

・褥瘡発生予防・褥創発生者の経過報告と対応策の検討 

（褥瘡マネジメント加算の取り組み） 

・褥瘡再発予防に向けての取り組み検討 

 

吸引等安全対策委員会 

（目標） 

介護職員が口腔内吸引等を安全に行うために、また事故発生を

防止するための体制を整備することを目的に設置する 

（具体的取組） 

・関係通知の確認（制度に則った委員会の運営） 

・東京都介護職員等によるたんの吸引等の実施の為の研修進捗 

状況確認 

・事故報告の確認 

・夜勤職員配置加算の確認 

 

『コンチネンスケア』⇒コンチネンスとは、排泄が正常に保たれている状態をいいます。 

コンチネンスケアとは、コンチネンスの状態が維持できるように、予防を行い、自立支援を促すこと。 
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５Ｓ「整理・整頓・清掃・清潔・躾」に関する方針 

気付きを大切にできる職員になる 

１．基 本（5Ｓの徹底） 

（１） 「形」から入って「心」に至る。「形」ができるようになれば、あとは自然と「心」がついてくる。次に「心」より入って 

「形」にあらわれる。この繰り返し。 

（２） 良い習慣をつくる。日頃から清掃の意識を持ち、身の回りを清潔な状態とする。継続は力なり。  

継続する忍耐こそ創造性の源である。 

（３） 掃除を通して職場で働く職員同士の心をかよわせ、仕事のやり方、進め方を気付く場とする。 

（４） よい社風をつくる。物もピカピカ、心もピカピカにする。 会社の文化となる。 

（５） ５Ｓ委員会メンバーによる環境整備のチェックをする。 

２．整 理（捨て去ること） 

（１） 要らないもの、使わない物は捨てる。いずれ使うかなと思う物は捨てる。職場には必要な物以外は、 

一切置かない。 

粗大ごみは本館地下の所定の場所に廃棄（机の中、棚、ロッカー、ファイル）。 

（２） 頭の中の古い概念、先入観、マイナス発想、否定の言葉は捨てる。 

（３） 仕事の流れを見えるようにして（見える化）業務改革を行い、いらない仕事を探して止める。 

３．整 頓（そろえること） 

（１） 見た目を綺麗にする。 

（２） 使った物は元の位置に戻し、必要な物が誰にでも、すぐに取り出せる状態にしておく事。 

出したら仕舞う習慣を持つ。会社の使用品を私物化しない。 

（３） 退社時、後片付けをして机の上には何も残さない。机の下、引き出しの中も片付ける。 

（４） 席を立つときは必ず椅子を机につける。 

（５） 靴は揃える。後ろ向きで靴は脱がない。 

４．清 掃・清 潔（綺麗にすること） 

（１） テーブルや車椅子、床、壁などが汚れていたら、その場で拭き取り、綺麗に拭き上げる。また、ゴミが落ちて 

いたら即、その場で拾う習慣をつける。 

（２） 棚、机の下など見えない所も掃除する。 

（３） 整理・整頓・清掃を徹底すること。 この 3 つを実行することにより、清潔な職場環境を保つ事ができる。 

（４） カン・ビン、ペットボトル・器は必ず洗ってから所定のゴミ箱に捨てる。 

勇気 １日一つでも路上のゴミを拾ってみよう。 

 

５．躾（ルールを守ること） 

（１） 決められた方針は必ず守り、指示・命令を守り、途中結果を随時報告する。上司が部下に指示するときは、 

部下はメモを取り、いわれた内容と期日を確認、決められたとおり正しく実行できるように習慣づけること。 

（２） 時間を守り、５分前集合を行動の基本とする。 

（３） 身だしなみを整え、指定のユニフォームを着用し、施設長含め法人の職員として、踵のある運動靴を履く。 

清潔感のある服装、身だしなみを意識する。 

（４） 喫煙は、所定の場所で行い、喫煙所内のルールを守り、常に清潔を意識していく。 
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ミーティング（旧：プチ会議） 目  的 

ユニットミーティング（UM） 新館 ユニット毎又はフロア毎の情報共有及び小会議 

チームミーティング（TM） 本館 フロア毎の情報共有及び小会議 

ナースミーティング（NM） 看護師間の情報共有及び小会議 

 

Ⅷ 活動計画 

1. 好日苑行事予定（感染症の動向によって変更有） 

月 館 行事内容 内容 

4 各館 花見 近隣の公園へ数回に分けてほぼ全利用者様参加 

5 新館 

端午の節句 行事食やこいのぼり鑑賞など季節感を味わって頂く 

菖蒲湯 
ご入浴の際に、菖蒲を浴槽内に入れ、[邪気]を祓い、健康に過ごして

頂く 

合同家族会 
事業計画等を含めた好日苑での取り組みや必要な情報の共有、懇

談会を行う 

6 合同 カフェ 苑内で『喫茶店』を開催し、おしゃべりやおいしいお茶を楽しんで頂く 

7 各館 七夕 季節にちなんだ行事を行います 

8 合同 

合同慰霊祭 心穏やかに故人を偲ぶ 1日にしております 

好日苑まつり 響会全体での祭り。屋台や太鼓の演奏などを楽しんでいただく 

9 各館 敬老会 
数え年で「喜寿・米寿・白寿・百寿」のお祝いの式典をデイフロアで執

り行います。その後各階にて、敬老のお祝いを行ないます 

10 各館 運動会 健康増進のため、楽しみながら身体を動かす機会を持ちます。 

11 

本館 合同家族会 
事業計画等を含めた好日苑での取り組みや必要な情報の共有、懇

談会を行う 

両館 ゆず湯 身体息災（かぜ予防）にて、健康に過ごして頂く 

12 各館 クリスマス会 季節にちなんだ行事を行います 

1 合同 新年会 
元旦に理事長・施設長・特養課長が新年ご挨拶に伺い、職員が企画

するイベントをして１日を過ごしていただきます 

2 両館 節分 
鬼に変装した職員が館内を回り、利用者様が豆まきを行う 

各フロアで実施し、懇談会を行う 

3 両館 桃の節句 
行事食を提供し、懐かしい昔話しなどを聞かせていただいたりしてお

ります 
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2. 買物代行等 

 

月間（本館） 月間（新館） 

ネットスーパー（いきいき通販）買い物代行(週 1回) 

理美容サービス 毎月２回 理美容サービス 毎月第２ 水曜日  

誕生日会・利用者会議   

⇒毎月第 2日曜日・お誕生日会では、各階工夫を

凝らしたお祝いをします。 

誕生日会・利用者会議   

⇒毎月第 2 日曜日・お誕生日会では、各階工夫を

凝らしたお祝いをします。 

防災訓練       隔月第３ 月曜日 

⇒災害時の初期消火訓練・避難訓練・通報訓練

を、BCP（事業継続計画）を基に行う 

防災訓練       隔月第 4 水曜日 

⇒災害時の初期消火訓練・避難訓練・通報訓練

を、BCP（事業継続計画）を基に行う 

環境美化活動日   毎月第３ 日曜日 

⇒入居者が利用される日用品類（ベッド・車椅子・

食堂など）を定期的に職員の視点で清掃作業を

行う 

環境美化活動日      毎月 1回 

⇒居室担当を中心に車椅子清掃や靴洗い等、入

居者が利用される日用品類の整理整頓を行う 

 

3. 余暇活動 

本新館共に、日常の生活にプラスして季節を感じたり、５感を感じられる余暇の提供を実施していく。 

 

 例） 内      容 

買い物 
ネット購入では感じられない「買い物」を近くのスーパーに行き、体験して頂

く。 

体操 
新館ではクラブ活動として実施。として実施。本館では不定期で手軽に開

催する。内容は、日常生活機能維持のため、皆で楽しく体操を行います 

手浴・足浴 入浴できない時の代替サービスにとどまらずに実施。 

合唱 カラオケ 童謡、古い歌など歌う。また、デイルームでカラオケを行う。 

生け花 職員が講師となり、フラワーアレンジメントを行う。 

塗り絵、習字 空いた時間に、数名で実施。 

ボール遊び デイルーム等で実施。 

おやつ作り ホットプレート使用にて、利用者と共にホットケーキなど作る。 

 

＊その他、職員のアイデアを出し合い、既存の内容にとらわれず実施していく。 
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4. クラブ活動 

クラブ（本館） クラブ（新館） 

《彩活動クラブ》 

日常生活に彩を与えられるこ

とを目的として、季節を感じた

り、自然を感じられる余暇活

動を行います。（園芸、季節

レク、お菓子作り等）活動を

通してやりがいを感じ、自立

支援への意欲向上へ繋げ

る。 

 

毎月 1回 

《いきいきクラブ》 

多くの利用者様のニーズに 

応え、日々の生活をいきい

きと送って頂けるよう余暇

活動を行います。季節感の

あるレクリエーションや、ユ

ニットケアの特徴を活かし

た余暇を提供し、利用者様

の意欲向上へ繋げる。 

毎月１回 

上記とは別に、個々の利用者のニーズに合わせて

各階にて余暇の提供をしていきます。 

上記とは別に、個々の利用者のニーズに合わせて

各ユニットで提供していきます。 
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【令和 6 年度スタートにあたり】 

住み慣れた地域で自立した生活と「安心と暖かさ」を感じ取れる生活をし続けていただく為に【 好日苑

多機能型居宅介護 】と称して、響会方程式を駆使した日常生活支援を「通い」「訪問」「宿泊」サービスを

組み合わせ、また馴染みある職員が横断的・一体的にサービス提供を行うことを土台にして、環境の変化

がなく安心感を持った在宅生活をし続けていただく一翼になれるよう、以下重点施策を掲げ、実施します。 

 

（６）好日苑デイサービス≫ 第 6次中期経営計画を踏まえた令和 6年度事業計画の重点施策 

利用者 

① ショートステイ送迎範囲に連動したエリア拡大（※田園調布・山王エリア） 

② 機能訓練加算算定維持、口腔機能向上加算新規算定 

③ 介護支援ソフト（ほのぼの）の有効活用（電子記録の共有・生産性向上） 

職 員 

① 多機能型職員増員と短時間介護職員配置 

② ユマニチュード基本技術・研修受講 

③ 認知症ケア関連加算維持・新規算定 

経 営 

① 防災意識の向上（福祉避難所運営含む） 

② DSを中心とした組織管理体制構築とコーディネーター機能強化 

③ 居宅連携率 年／70％≫稼働率 90.0% （SS連携含む）、週間登録率 100%（週 228名） 

 

1． 生きがい活動 

(ア) 「自己決定・選択制」の推進 

活動プログラム・メニューをご自身で選択・決定することで、「楽しみ・達成感・満足感」を実感し

ていただきます。 

 

(イ) 「アクティビティプログラム」の充実 

【健康長寿】【自立支援】【自己実現が出来る生活】を実現する為に、以下アクティビティプログ

ラムを実施します。また、ICT（※iPad等）の有効活用により多種多様なアクティビティプログラ

ムを準備するとともに、ボランティアとの「協同型プログラム」の充実をします。 

 

○  活動内容 

○ アクティビティ 

○ （脳・身体機能維持） 

 

○ 上肢 

○ 【コグニサイズ】脳機能の改善・向上・維持・認知症予防 

○ 【関節可動域維持（肩・手首）ゲーム】 

○ ボッチャ・ポケネット・うしろへポイ・大空と大地・バランス玉入れ 

○ ・魚釣り・巻いて巻いて・池上線でガタンゴトン・缶倒しなど 

日舞・輪踊り、音楽に合わせたリズム体操 

○ 下肢 

○ 【コグニサイズ】脳機能の改善・向上・維持・認知症予防！ 

○ 【関節可動域維持（膝・足首・指先関節・バランス感覚）ゲーム】 

○ 下駄飛ばし・とんでけスリッパ・歓缶ゲートボール・足で手繰って 

○ 寄せて・ゴールを決めろ・ルームランナーなど 

【生活動作維持・回復支援】 

○ 送迎時の車両昇降動作・車椅子⇔椅子移乗など 

○ 脳トレ 
○ 漢字・計算ドリル、間違い探し、パズル、数字塗りつぶし、生活用品 

○ 記憶力ゲーム、ワーキングメモリ（作業記憶）を鍛える多様な活脳レク 

○ 趣味生きがい活動 ○ 麻雀・将棋・オセロ・手芸・書道・編物・動画鑑賞（I Pad） 

○ その他 ○ 制作活動（大壁画作成・年中行事） 
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(ウ) 「楽しみながら心身機能の維持・向上」 

より充実した日常生活を送るための身体面の機能向上と日常生活機能の向上をサポートする

「個別・小規模機能訓練プログラム（個別機能訓練加算）」、認知症の予防と健康促進につな

がる「コグニサイズ」「口腔機能維持体操（パタカラ体操）」「脳活性化トレーニング（計算）」な

ど、機能向上プログラムの充実を図ります。 

 

(エ) 四季折々の雰囲気を感じ取れるフロア環境・行事の提供 

 

(オ) 趣味活動(囲碁・将棋・麻雀・生花・書道・編物・手芸など）や心身のリフレッシュ・リラクゼーション

を目的としたハンドケア・「いつまでもオシャレでいたい！」という幸せを満たす（気分転換）ネイ

ルケアなどの活動を充実します。 

 

(カ) 活動の評価（利用者満足、介護度の維持・改善） 

評価の見える化により、活動の「成果・効果」を感じていただきます。 

 

(キ) 「ＩＣＦの概念」を取り入れた活動により、「残存能力」を引き出す「日常生活動作」の支援をしま

す。 

 

2． 入浴サービスの提供 

(ア) その方の生活リズムに合わせた入浴時間枠設定（午前・午後浴） 

(イ)   入浴希望者の柔軟（スポット含む）な受入と登録枠拡充（1日/20～25名登録） 

(ウ)   清潔の保持 

(エ) 皮膚観察による虐待や褥瘡等の早期発見・早期対応 

(オ) 利用者様の状態に合わせ、選択できる入浴体制（個浴型介護浴槽・チェアーインバス） 

(カ) 日々のアセスメントを踏まえた個別入浴シート作成・活用 

 

3． 食事サービスの提供 

(ア)  四季折々の食事と行事食をおりまぜた食事提供（※イベント食・おやつイベント（各々月１回）） 

(イ) 嚥下、咀嚼状態にあった食事形態（ソフト食の提供など） 

(ウ) 利用者様の口腔機能低下を早期に確認し、適切な管理等を行うことにより、口腔機能低下の重

症化等の予防・維持・回復（口腔機能向上加算新規算定） 

(エ)  献立品目別食形態別残菜調査の実施(年１回) 

 

○ 年間行事 

○  ５月：端午の節句  ７月：スイカ割り  ８月：お祭り WEEK 

○ １０月：ハロウィン １２月：クリスマス会 １月：新年会 

○  ２月：節分     ３月：ひな祭り 

○ 不定期開催 

○ お誕生日会：利用者様のお誕生日当日または、近いお日にちで開催 

○ ボランティア：ボランティアとの協同型プログラム 

○        （民謡・三味線（盆踊り等）、クラリネット音楽会等） 

【健康長寿】【自立支援】【自己実現が出来る生活】を実現する為のアンケート実施／年 2 回（上半期・下半期） 
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4． 安全・安楽な介護 

(ア) 認知症ケア（ユマニチュード＝人間らしさ・自分らしさを尊重したケア）の実践（認知症ケア専門

加算） 

(イ) 自立支援を念頭にした残存能力の活用 

(ウ) 看護体制強化による中重度利用者の医療ニーズへの支援 

(エ) 日常生活動作訓練を意識した介助 

(オ) 利用者の尊厳を重視したケア（高齢者虐待防止） 

(カ) 緊急時対応・介護技術研修（看護・介護士中心の内部研修）等による知識・技術の統一 

(キ) 特養部門との合同内部研修実施へ向けての検討（強味の共有） 

(ク) ノーリフティングポリシーの基本的知識と技術の共有 

 

 

5． 健康状態の把握 

(ア) 事前調査（アセスメントシート）による健康状態の把握 

(イ) 多職種連携による健康状態の変化の把握 

(ウ) 栄養状態と摂食嚥下機能のチェックと評価（口腔機能向上加算新規算定） 

(エ) 月 1回の体重測定 

(オ) 衛生管理 

(カ) 全利用者様への口腔ケア（※口腔機能維持体操の実施含む）の推進 

 

 

6． 安全・安心な送迎 

(ア) 介護・看護職員の同乗により安心した介助付き送迎 

(イ) ワンストップ送迎の実現（定時・複数名送迎から柔軟（単独）な送迎へ） 

(ウ) 効率的かつ順応性ある送迎方法 

（多様なサービス提供時間に沿った送迎サービス提供、利用者の居住実態がある場所含む） 

(エ) 運転対応可能職員の確保・育成。ゆとりある送迎体制の構築。 

 

 

7． 安全なサービス（リスクマネジメント） 

(ア) 長期欠席（※入院・ﾒﾝﾀﾙ面など）後の再開時アセスメント 

(イ)  BCP（事業継続計画）に沿った危機管理行動（感染症や自然災害等でも適切な対策・対応が    

とれる知識・物品を備え、確実な感染予防の実施等含む） 

(ウ) 各種報告書による事故の把握と予防 

(エ) 苦情、意見、要望に対する迅速な対応と解決 

(オ) 事故、苦情における要因分析（ＳＨＥＬモデル分析の実施） 

(カ) 事故、苦情の対応評価の実施（ＡＢＣ評価のモニタリング実施） 

(キ) 職員間における事故・苦情の情報共有 

(ク) 徘徊感知システム導入による離苑防止 
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8． 利用者様個々に合った相談支援 

(ア) 事前調査ならびに認定期間中の総合的なアセスメント（状況把握・認定期間内に計 2回） 

(イ) ＩＣＦ概念に基づいた個別援助計画の作成 

(ウ) 通所（予防通所・第１号通所事業）介護計画の適正な『新規・更新』の作成・提示 

(エ) 利用者様本人にとって、分かりやすい説明と同意（ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞ・ｺﾝｾﾝﾄ） 

 

9． 家族・事業者等との連絡・連携 

(ア) 月間予定表・献立の配布 

(イ) 三色すみれ（広報誌）・ICT を活用した情報発信 

(ウ)  連絡帳を活用した家族との連携 

(エ)  地域連携の拠点としての機能充実（生活相談員のサービス担当者会議・地域ケア会議出席等） 

(オ)  サービス提供前確認とサービス提供後報告による職員との情報共有 

(カ)  関係機関との円滑な連携 

(キ)  大田区介護事業者連絡会への出席 

(ク)  動画研修やリモート会議、Ｗｅｂセミナー等への積極的参加 

(ケ)  介護業務支援ソフト（※ほのぼの）の有効活用による生産性向上、切れ目ない情報共有 

 

10． 地域参加 

(ア) 小・中・高校生の体験学習の積極的受入 

(イ) 地域住民のボランティアの積極的受入と活動支援 

(ウ) 実習生の受入体制の整備 

(エ) ボランティア懇親会への参画 

(オ) 大田区通所介護事業者連絡会 

(カ) ひびきほっとサロンへの参画 

 

11． 人財育成（質の向上） 

人財育成にあたっては、個々のスキルアップを図るとともに事業所及び職員間の共通認識を図る。 

(ア) 計画的かつ効果的な研修（内部研修の充実・外部研修の活用） 

(イ) 不適切なケアについて見直しをする機会として「虐待の芽チェックシート」を定期的に実施 

(ウ) 馴染みのある職員育成と増員（多機能型職員としてのデイ・ヘルプ兼務配置） 

(エ) 職員の能力把握（スクリーニングの実施）とスキルアップ支援（介護福祉士有資格者とベテラン

介護職員（勤続年数 10年以上）増に伴うサービスの質向上） 

(オ) 目標管理と考課面接の活用 

(カ) 育児と介護の両立が保てる職場環境、柔軟な勤務体制整備への検討 

(キ) 各種専門研修のｅ-ラーニング活用による研修受講 

（※認知症介護実践者研修・認知症介護実践リーダー研修） 
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12.  ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標・2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す）への取り組み 

    法人全体ならびに事業所としては「節水」「産業と技術革新の基盤」「温室効果ガスの削減」「コピー用

紙の削減」に取り組みます。 

 

 【節水】 

・食器洗い、入浴時のシャワー節

約 

（ハード・ソフト） 

 

 【産業と技術革新の基盤】 

・iPad 活用したコラボ企画 

 

 【温室効果ガスの削減】 

・エアコンの適正使用 

・効率的な送迎 

・20 分以上はアイドリング STOP 

 【コピー用紙の削減】 

・両面・裏面印刷、1/2 印刷など 

・原則社内資料は白黒印刷を標準化 

・印刷前のプレビュー確認を徹底し、

ミスプリントを防ぐ 

・QR コード、電子化、ペーパーレス化 
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好日苑ヘルパーステーション 

 （
７
）
 ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 
【

 
安
心
（
台
所
）】

 
※
⇒
前
年
度
の
目
標
を
継
続
し
つ
つ
、
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
更
に
修
正
・
進
化
さ
せ
る
。

 

目
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方
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ー
ビ
ス
事
業
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好
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苑
多
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能
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介
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（
住
み
慣
れ
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地
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で
自
立
し
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生
活
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し
続
け
ら
れ
る
よ
う
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、
通
い
型
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
て
訪
問
サ
ー
ビ
ス
・
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
響
会
方
程
式
を
駆
使
し
た
日
常

生
活
の
支
援
や
機
能
訓
練
等
の
提
供
）
⇒
デ
イ
を
中
心
と
し
た
組
織
管
理
体
制
構
築

 

中
期
目
標
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

 

事
業
計
画
【
基
本
目
標
】

 

方
向
性
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

 

事
業
計
画
【
部
門
別
重
点
施
策
の
方
向
性
】

 

2
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2
2
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度
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4
年
度
）

 

2
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2
3
年
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（
令
和

5
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度
）

 

2
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2
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1
. 

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
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標

 

暖
か
さ
を
感
じ
る

 

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 

（
利
用
者
の
心
を
共
有
す
る
）

  

 

 ①
 
好
日
苑
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
実
現

 

 ②
 
中
重
度
者
ケ
ア
へ
の
対
応

 

（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
対
応
）

 

 W
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の
有
効
活
用
（
電
子
記
録
の
共
有
）

 

※
28

 

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ー
ス
・
帯
派
遣
・
フ
レ
ッ
ク
ス

派
遣
の
受
入
実
践
（

2
時
間
ル
ー
ル
の
弾
力
化

を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
訪
問
）

 

 ⇒
 

 ⇒
 

 

 ⇒
 

 ⇒
 

 

2
. 

職
員
（
人
財
）
目
標

 

働
き
や
す
い
職
場
環
境

 

（
人
が
人
を
育
て
る
）

 

（
熱
意
と
実
行
力
の
あ
る

 

 
 

 
 
人
財
の
育
成
）

 

 ③
 
好
日
苑
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
実
現

 

    ④
 
認
知
症
ケ
ア

 

 多
機
能
型
職
員
（

D
S
・

H
H

兼
務
）

1
名
以
上

配
置

 

土
・
日
曜
日
勤
務
形
態
の
試
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的
開
始

 

  人
財
育
成
（
認
知
症
介
護
実
践
者
・
リ
ー
ダ
ー

研
修
受
講
者
配
置
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認
知
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加
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新
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 ⇒
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1
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3
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4
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7
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9
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 ⇒
 

 ⇒
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7
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時
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（
健
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（
地
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 ⑤
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  ⑥
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0
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 ⑦
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携
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7
0
％
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2
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兼
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1
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 ⇒
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C
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連
携
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見
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人
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派
遣
時
間
）

 

  居
宅
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携
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 ⇒
 

  ⇒
 

 ⇒
 

⇒
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】
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遣
先
で
の
食
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、
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介
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節

水
（
ソ
フ
ト
）
 

」
 

【
コ
ピ
ー
用
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削
減
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・
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面
・
裏
面
印
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、

1/
2
印
刷
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・
原
則
社
内
資
料
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・
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ミ

ス
プ
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ぐ

 

・
QR

コ
ー
ド
、
電
子
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
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【令和 6 年度スタートにあたり】 

住み慣れた地域で自立した生活と「安心と暖かさ」を感じ取れる生活をし続けていただく為に【 好日苑

多機能型居宅介護 】と称して、響会方程式を駆使した日常生活支援を「訪問」「通い」「宿泊」サービスを

組み合わせ、また馴染みある職員が横断的・一体的にサービス提供を行うことを土台にして、環境の変化

がなく安心感を持った在宅生活をし続けていただく一翼になれるよう、以下重点施策を掲げ、実施します。 

（７）好日苑ヘルパーST≫ 第 6次中期経営計画を踏まえた令和 6年度事業計画の重点施策 

利用者 
① 介護支援ソフト（ほのぼの）の有効活用（電子記録等の共有・生産性向上） 

② 帯派遣（ターミナルケース等）を含めた柔軟な訪問調整（効率・切れ目のない訪問） 

職 員 
① 土・日曜勤務形態の継続と検討 

② 認知症介護実践者・リーダー受講・有資格者１名以上配置 

経 営 

① 居宅連携率 年／70%  ≫提責 2名 130時間+兼務 1名 45時間+非常勤１名 80時間+

登録 120時間  ≫派遣登録 375時間/月 ≫目標派遣 300時間（実績） 

② 定期巡回サービス（一部業務委託）との連携 

③ 新規加算算定（認知症専門ケア加算） 

 

1． サービス提供 

居宅サービス計画・介護予防サービス支援計画に反映した「自立支援」「共に行う」サービス提供とケ

アの質の向上に努めます。 

（ｱ） サービス提供の基本 

○ 好日苑多機能型居宅介護の推進 

○ 中重度者やターミナルケアも含めた柔軟かつ個々の生活パターンにあった「切れ目のな

い」サービス提供（派遣時間枠拡充等） 

○ 利用者の尊厳を重視したケア（高齢者虐待防止） 

○ 残存能力を活用し、日常動作訓練を意識した介助 

○ 安全安楽な介助 

○ 『できる生活行為』を増やす支援 

○ 有償サービスによる幅広いサービスの提供 

（ｲ） 健康の把握に努めます。 

○ 事前調査（アセスメントシート）による健康状態の把握と必要に応じた通院等支援 

○ 家族、関係機関との連携による健康状態や認知機能の変化の把握 

○ 個別の緊急対応連絡体制の確認 

○ 感染症・食中毒の発生予防 

（ｳ） 安全なサービスを提供します。（リスクマネジメント） 

○ 各種報告書による事故の把握と予防 

○ 苦情、意見、要望に対する迅速な対応と解決 

○ 事故、苦情における要因分析（ＳＨＥＬモデル分析の実施）・情報共有 

○ 事故、苦情の対応評価の実施（ＡＢＣ評価のモニタリング実施） 

○ BCP（事業継続計画）に沿った危機管理行動（感染症や自然災害等でも適切な対策・対応

がとれる知識・物品を備え、確実な感染予防の実施等含む） 
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2． 利用者様個々に合った相談支援をします。 

（ｱ） 事前調査による総合的な状況把握（アセスメント） 

（ｲ） 十分なアセスメントに基づいた個別援助計画の作成 

（ｳ）  訪問介護計画・生活力アップサポート実施計画書（新規・更新）の作成 

（ｴ）  柔軟かつ利用者様の安心につながる訪問スケジュール（多機能型職員の有効活用・職員    

各々の特性を活かす等）作成 

（ｵ）  訪問介護計画書等の実施状況を把握するため、概ね月 1回利用者宅を訪問（モニタリング） 

（ｶ）  利用者様本人にとって、分かりやすい説明と同意（ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞ・ｺﾝｾﾝﾄ） 

 

3． 連絡・連携に努めます。 

（ｱ） 好日苑多機能型居宅介護の実現に向けた連携会議参画 

（ｲ） 訪問介護と定期巡回サービスとの事業所間連携（※月 50時間の派遣維持） 

（ｳ） 介護業務支援ソフト（※ほのぼの）の有効活用による生産性向上、切れ目ない情報共有 

（ｴ） ケアマネジャーとの情報共有（月次訪問報告書・空き情報の送付） 

（ｵ） 連絡ノートを活用した家族との連携 

（ｶ） サービス提供前確認とサービス提供後報告による職員との情報共有 

（ｷ） 関係機関との円滑な連携・サービス担当者会議への出席 

（ｸ） 大田区介護事業者連絡会への出席 

 

4． 人財育成（質の向上） 

人財育成にあたっては、個々のスキルアップを図るとともに事業所及び職員間の共通認識を図る。 

(ア) 多機能型職員（デイ・ヘルプ兼務職員）の育成と増員 

(イ) 馴染みのある職員育成（事業所間交流を踏まえた実地研修実施） 

(ウ) 不適切なケアについて見直しをする機会として「虐待の芽チェックシート」を定期的に実施 

(エ) 計画的かつ効果的な研修（内部研修の充実・外部研修の活用） 

(オ) 職員の能力把握（スクリーニングの実施）とスキルアップ支援（介護福祉士有資格者とベテラ

ン介護職員（勤続年数 10年以上）増に伴うサービスの質向上） 

(カ) 目標管理と考課面接の活用 

(キ) 各種専門研修のｅ-ラーニング活用による研修受講 

（※認知症介護実践者研修・認知症介護実践リーダー研修） 

 

5.  ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標・2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す）への取り組み 

    法人全体ならびに事業所としては「節水」「コピー用紙の削減」に取り組みます。 

 【節水】 

・派遣先での食器洗い、入浴介助

時の節水（ソフト） 

」 【コピー用紙の削減】 

・両面・裏面印刷、1/2 印刷など 

・原則社内資料は白黒印刷を標準化 

・印刷前のプレビュー確認を徹底し、ミ

スプリントを防ぐ 

・QR コード、電子化、ペーパーレス化 

 

 



59 

 

好日苑ケアプランセンター 
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③
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事
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介
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4
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（
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定
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Ⅱ
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3
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5
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定
事
業
所
加
算
「
Ⅰ
」
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定
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⇒
 

  ⇒
 

3
. 
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営
目
標

 

利
用
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が

安
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き

る
基
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（
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令
順
守
）

 

（
健
全
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営
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営
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（
地
域
に
貢
献
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⑥
 
月
間

C
P
請
求
数

1
4
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（
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支
援
専
門
員

1
名

3
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宅
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サ
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【令和 6 年度スタートにあたり】 

住み慣れた地域で自立した生活と「安心と暖かさ」を感じ取れる生活をし続けていただく為に、ケアプラ

ンセンターの介護支援専門員が【 好日苑多機能型居宅介護 】の考え（※響会方程式を駆使した日常生

活支援を「訪問」「通い」「宿泊」サービスを組み合わせ、また馴染みある職員が横断的・一体的にサービス

提供を行うことを土台にして、環境の変化がなく安心感を持った在宅生活をし続けていただく一翼になる）

を駆使した居宅サービス計画を作成していく為に、以下重点施策を掲げ、実施します。 

 

（８）好日苑ケアプランセンター≫ 第 6次中期経営計画を踏まえた令和 6年度事業計画の重点施策 

利用者 

① 介護支援ソフト（ほのぼの）の有効活用（電子記録等の共有・生産性向上） 

② 好日苑多機能型居宅介護としての CPC会議の充実 

③ 医療機関との連携（積極的なプラン受入れ） 

職 員 

① エリア内事業者連絡会等での講師・ファシリテーター派遣 

② 特定事業所加算Ⅰ算定（介護支援専門員 5名体制） 

③ 好日苑多機能型居宅介護のプラットフォーム実践のための先手のアセスメントと舵取り 

経 営 

① 居宅連携率 70％／年  ≫デイサービス・ヘルプサービス・ショートステイ 

② 介護支援専門員 1名 40件／月・月間 CP請求数 160件 

（※介護支援専門員 5名体制の場合、200件） 

③ 介護予防支援（予防プラン）「直接契約」移行検討（※市町村へ指定申請必須） 

 

 

1. 適切な相談支援を行います。（基本業務の徹底） 

(ア)  訪問による総合的な状況把握と円滑なサービス調整 

(イ)  基本帳票の整備及び情報の整理（※介護支援ソフトの有効活用による生産性向上） 

(ウ)  包括的な居宅サービス計画書作成 

○好日苑多機能型居宅介護を意識した計画作成（先手のアセスメントと舵取り） 

○中重度（ターミナル含む）となっても切れ目のない支援体制の確保 

○多様な主体等が提供する生活支援サービスを含む 

(エ)  継続的なモニタリングと各種加算算定に対する必要な書類の整備 

(オ)  利用者様・ご家族様にとって、分かりやすい説明と同意（ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞ・ｺﾝｾﾝﾄ） 

(カ)   適切な給付管理と実績管理（運営基準減算・特定事業所集中減算含む） 

(キ)  要介護・要支援認定訪問調査の受託 

(ク)  リスクマネジメント 

○ 各種報告書による事故の把握と予防 

○ 苦情、意見、要望に対する迅速な対応と解決 

○ 事故、苦情における要因分析（ＳＨＥＬモデル分析の実施） 

○ 事故、苦情の対応評価の実施（ＡＢＣ評価の実施） 

○ 職員間における事故・苦情の情報共有 
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2. 連絡連携に努めます。 

(ア) ケアプランセンター会議と好日苑多機能型居宅介護の実現に向けた検討会議の連動 

(イ) サービス担当者会議の開催（医師・MSWや各事業者含む） 

(ウ) 地域の福祉ニーズ及び社会資源の把握・活用に伴う地域創りへの参画 

(エ) 円滑な関係行政機関・事業所との連携、情報交換会等でのファシリテーター機能を担う 

(オ) 担当利用者様の通院時に介護支援専門員立会いにおける医療と介護の情報連携・強化 

(カ) 地域包括支援センターとの適切な情報連携のもと、困難事例の相談・紹介に対する積極

的な支援 

(キ) 多様化・複雑化する課題に対応するための取組を促進する為、「ヤングケアラー、障害者、

生活困窮者、難病患者等、他制度に関する知識等に関する事例検討会、研修、重層支援

会議等に参加（特定事業所加算算定要件） 

(ク) 居宅介護支援を「切れ目なく、継続的に提供」する体制を確保する 

(ケ) BCP（事業継続計画）に沿った危機管理行動（感染症や自然災害等でも適切な対策・対応

がとれる知識・物品を備え、確実な感染予防の実施等含む） 

(コ) 介護サービスの質向上・ICT の利用促進による効率化を図る（ケアプランデータ連携システ

ム（下表）） 

 
介護保険最新情報 Vol.1109 令和 4年 10月 26日|厚生労働省 

 

 

3. 人財育成（質の向上） 

人財育成にあたっては、個々のスキルアップを図るとともに事業所及び職員間の共通認識を図る。 

（ｱ）  中重度者や支援困難ケースへの対応、公正中立で質の高いケアマネジメント、特定事業所加 

算算定要件見直しの遵守が実現できる職員育成と適正配置・準備（特定事業所加算（Ⅰ）） 

（ｲ） 行政や医療機関が主催する地域ケア会議・支援会議・勉強会等への積極的な参加・参画 

（ｳ） 困難事例等の事例検討会の開催 

（ｴ） 計画的かつ効果的な研修（内部研修の充実・外部研修の活用） 

（ｵ） 職員の能力把握（スクリーニングの実施）とスキルアップ支援 

（ｶ） 目標管理と考課面接の活用 
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【介護支援専門員連絡会・研修参加】 

研  修 目  的 

介護支援専門員研修 
東京都が行う実務者研修（基礎・専門課程・主任 CM 等）へ参加

し、専門知識の向上と困難ケースへの対応を学ぶ。 

大田区居宅介護支援事業者研修 
区内の居宅介護支援事業者を対象として行われる研修であり、大

田区の特性を踏まえたプラン作成及び支援を学ぶ。 

大田区介護保険事業者連絡会 

区内の居宅介護支援事業者及び居宅サービス事業所を対象に

行われ、介護保険情報の交換を主に行われ、地域サービスの把

握に努める。 

調布地域福祉課 

介護支援専門員連絡会運営委員会 

調布庁舎及び管轄内の地域包括支援センター・運営協議会によ

り、テーマに沿った事例検討が行われ、専門性の向上と情報の共

有に努める。 

また、運営委員とし参画し地域の介護支援専門員の支援の一端

を担う。 

雪谷・上池けあまねっと 

地域包括支援センター上池台及び管轄内の居宅介護支援事業

所で開催する会議。地域での情報交換を行い、居宅介護支援事

業所との連携・ネットワーク構築を行う。 

NPO大田区介護支援専門員連絡会 

区内の居宅支援事業所を会員とした連絡会での研修・懇談会等

へ参加し、専門性の向上にと情報の共有に努める。また、運営委

員とし参画し地域の介護支援専門員の支援の一端を担う。 

他居宅介護支援事業所との 

共同研修 

特定事業所加算の算定要件である「他居宅との共同研修会」を開

催。 

本年度も、雪谷地区にある複数の指定居宅事業所と事例検討会

を開催する。 

 

 

4.  ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標・2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す）への取り組み 

    法人全体ならびに事業所としては「つかう責任（マイボトル持参）」「コピー用紙削減」に取り組みます。 

 【つかう責任】 

・マイボトル（冷・温）持参 

 【コピー用紙の削減】 

・両面・裏面印刷、1/2 印刷など 

・原則社内資料は白黒印刷を標準化 

・印刷前のプレビュー確認を徹底し、ミス

プリントを防ぐ 

・QR コード、電子化、ペーパーレス化 
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【 在宅部門会議 】 

会  議 目  的 

好日苑 

多機能型居宅介護会議

（ KTKK ） 

在宅部門の役職対象者（副主任以上）にて構成され、各在宅サービス

の月次の利用状況の情報共有と課題分析・改善を目的とし、月 1回

経営会議日に開催する 

KTKK勉強会と情報交換 

好日苑多機能型居宅介護（KTKK）の考え方を共有すること。またその

実現に向けた利用者様情報共有や、サービス提供上の調整・留意事

項の伝達等を通じて、目標達成することを目的として開催。 

（隔週・週 1回） 

CPC会議 

利用者に関する情報又はサービス提供に当たっての留意事項に係る

伝達等を目的とした会議を週 1 回開催する。 また好日苑多機能型居

宅介護の実現に向けた利用者様情報やサービス提供上の調整・留意

事項の伝達等を目的として開催する。（週 1回） 

 

 

（デイサービス） 

食事会議・イベント食会議 
利用者の食事形態・摂取量・嗜好を把握し、安全な食事提供を目的と

する 

デイサービス会議 
法人伝達事項・事業所課題把握と対応検討・改善を行い、サービス
向上を目的とする 

ケース会議（月/1回） 

通所介護計画・介護予防通所介護計画・第 1号通所事業 通所介護
計画の作成 
利用者様の状況と問題点の抽出・対応策の検討と職員対応の標準化 
認知症利用者に対応する観点から、認知症ケアに関する個別事例の
検討・技術的指導。（認知症加算対応） 

 

 

（ヘルパーステーション） 

ヘルパー会議 

利用者様の状況確認、ケアカンファレンス、諸連絡の場とし、全職員の

職務に対する意識向上と、相互連携のための情報共有を行い、訪問介

護事業が円滑に運営されることを目的とする 

サービス提供責任者 

（STS）会議 

法人伝達事項・事業所課題把握と対応検討・改善、内外部研修などで

得た情報・知識を共有、ヘルパー会議（研修）の内容調整、各利用者の

近況状態報告を行い、サービス向上を目的とする 

 

 

（ケアプランセンター） 

居宅会議 

法人伝達事項・事業所課題把握と対応検討・改善、内外部研修などで

得た情報・知識を共有、各利用者の重要な課題事項検討を行い、サー

ビス向上を目的とする (月 1回) 
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【 デイサービス年間研修計画 】 

月 研修項目 目  的 

4 

 

法令遵守と職業倫理 

 

法令遵守の重要性と職業倫理・個人情報保護の理解を深める 

5 
身体拘束と 

プライバシー保護 

身体拘束・権利擁護に対する基本知識の習得とサービス提供における

プライバシー保護・接遇マナー確認。介護施設における虐待防止研修

プログラムの実施。 

（短編動画を視聴後、グループワークを実施し、行動変容につなげる） 

6 

 

食中毒・熱中症研修 

 

食中毒・熱中症の基礎知識習得と予防対策・対応を知る 

7 

 

チームマネジメント 

 

チーム構築方法を知ると共に、職員自身の立場を理解できる 

8 アクティビティ研修 

「心身機能」、「活動」、「参加」の要素にバランスよく働きかける効果的な

アクティビティの開発、または実践を通じてアクティビティを考える 

 

9 緊急時対応研修 

利用者急変時をシミュレーション形式にて行い、緊急時対応フロー確

認・理解。 

 

10 介護技術研修 

正しい介護技術の理解と実践的技術の習得 

（※入浴介助に関する研修等含む） 

 

11 感染症研修 

感染対策リーダーによる「平時から実践する感染対策の基本（感染症対

策と清潔、不潔・標準予防策とは目的と重要性・手指衛生のタイミング）」

「手指衛生」「PPE（個人防護具）着脱の実技訓練」について講義・実演 

ﾉﾛｳｲﾙｽ・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等感染症の基礎知識習得と予防対策・対応を知る 

12 

 

リスクマネジメント 

 

送迎時の車両事故発生・再発防止 

1 

 

認知症ケア研修 

 

認知症の基礎知識ならびに実践的な支援方法の習得 

2 

 

介護記録・通所介護計

画書作成研修 

 

介護記録・通所介護計画の重要性と記録・作成方法を学ぶ 

3 令和 6年度事業計画 

次年度の法人全体・通所介護事業所の方向性を確認するとともに、意識

統一を図る 
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【 ヘルパー年間研修計画 】 

月 研修項目 目  的 

4 

 

法令遵守と職業倫理 

訪問介護員研修の説明 

 

法令遵守の重要性と職業倫理・個人情報保護の理解を深める 

令和 5年度 研修計画の確認 

5 
権利擁護・プライバシー

保護と接遇 

権利擁護・身体拘束に対する基本知識の習得とサービス提供における

プライバシー保護・接遇マナーを確認。また、介護施設における虐待防

止研修プログラムを用い、短編動画視聴・グループワーク実施。 

 

6 

 

食中毒・熱中症研修 

 

食中毒・熱中症の基礎知識習得と予防対策・対応を知る 

7 

 

リスクマネジメント 

 

サービス提供時の介護事故発生・再発.防止 

8 

 

腰痛予防研修 

 

腰痛予防のための予防体操などヘルスケアを学ぶ 

9 緊急時対応研修 

利用者急変時をシミュレーション形式にて行い、緊急時対応フローの確

認・理解。 

 

10 

 

介護技術研修 

 

正しい介護技術の理解と実践的技術の習得 

11 感染症研修 

感染対策リーダーによる「平時から実践する感染対策の基本（感染症対

策と清潔、不潔・標準予防策とは目的と重要性・手指衛生のタイミング）」

「手指衛生」「PPE（個人防護具）着脱の実技訓練」について講義・実演 

ﾉﾛｳｲﾙｽ・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等感染症の基礎知識習得と予防対策・対応を知る 

12 

 

リスクマネジメント 

 

訪問時の各種事故事例・再発防止と緊急対応を確認 

1 

 

認知症ケア研修 

 

認知症の基礎知識ならびに実践的な支援方法の習得 

2 

 

介護記録・ 

訪問介護計画書作成研

修 

 

介護記録・訪問介護計画の重要性と記録・作成方法を学ぶ 

3 

 

令和 6年度事業計画 

ヘルパーマニュアル確

認 

 

次年度の法人全体・通所介護事業所の方向性を確認するとともに、意識

統一を図る 

マニュアル改正と業務統一 



66 

 

【 ケアプランセンター年間研修計画 】 

月 研修項目 目  的 

4 
法令遵守と職業倫理 

 
法令遵守の重要性と職業倫理・個人情報保護の理解を深める 

5 身体拘束とプライバシー保護 
身体拘束・権利擁護に対する基本知識の習得とサービス提供に

おけるプライバシーを学ぶとともに、接遇マナーを確認 

6 食中毒・熱中症研修 食中毒・熱中症の基礎知識習得と予防対策・対応を知る 

7 事例検討 困難ケースの相談支援 

8 保健医療福祉の基礎知識 社会資源の情報共有 

9 緊急時対応研修 
利用者急変時をシミュレーション形式にて行い、緊急時対応フロ

ー確認と非常時対応の理解を深める 

10 リスクマネジメント 相談援助における事故（苦情）発生・再発防止 

11 感染症研修 
ﾉﾛｳｲﾙｽ・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等感染症の基礎知識習得と予防対策・対応

を知る 

12 事例検討 医療ニーズに対する相談支援 

1 認知症ケア研修 認知症の基礎知識ならびに実践的な支援方法の習得 

2 支援記録・ケアプラン作成 支援記録・ケアプランの重要性と記録・作成方法を学ぶ 

3 
令和 6年度事業計画 

居宅マニュアル確認 

次年度の法人全体・居宅介護支援事業所の方向性を確認すると

ともに、意識統一を図る 

マニュアル改正と業務統一 

 

 

【 在宅部門共通研修計画 】 

非常災害時・ 

福祉避難所開設模擬訓練 

 

災害対策の基礎知識の習得と避難訓練の実施（原則各月）。また、行

政区から福祉避難所開設要請時に備えたマニュアルの周知と模擬訓

練実施。（年 1回以上） 

 

BCP実践研修 

（在宅 3事業合同） 

 

自然災害および感染症が発生した場合において迅速に行動ができる

よう、BCPの具体的内容（平常時・緊急時の対応）の共有を行い、

各々の事業所がサービスを継続させるための事業所内での役割分担

の確認・実践するケアの演習などを行う。（年 1回以上） 

 

留 意 事 項 

 

・研修実施については、基礎知識を習得に留まらず、事例検討・統計分析等を活用

し対応確認のうえマニュアル改善を改善し、サービスの向上及びスキルアップに繋

げること 

・介護保険制度に係る情報周知は随時追加し行うこと 

・研修内容は、緊急性を考慮して適宜変更・追加を行うこと 

・研修参加は、常勤・非常勤を含め行うことを原則とする 
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【令和 6年度スタートにあたり】 

令和 6 年度からの「おおた高齢者施策推進プラン（大田区高齢者福祉計画・第 9 期大田区介護保険事

業計画）」に沿い、分野を超えた「切れ目のない支援」、「地域力」の活用、柔軟な発想に基づく「新たな取

組の導入」の視点を意識し、事業運営に取り組んでまいります。 

また、大田区地域福祉計画（令和 6年度～10年度）が示す、推進される方向性である「孤立を生まない・

多様性を認め合う地域づくり」、「地域の多様な主体の参加の推進」、「分野横断の包括的支援体制の強化」

との調和を取りながら、地域包括支援センター・シニアステーション・各コーディネーターは、地域・団体・多

機関等と連携し、「複雑・複合課題の支援」と「地域ネットワーク強化」に取り組み、地域包括ケアシステムの

深化・推進により「大田区らしい地域共生社会の実現」を図ってまいります。 

 

（５）地域包括支援センター≫ 第 6次中期経営計画を踏まえた令和 6年度事業計画の重点施策 

利用者 

① 地域ケア会議の充実、課題解決への取組 

② 認知症支援 

（認知症サポーターステップアップ講座の実施とチームオレンジ立ち上げ支援） 

③ シニアステーション全プログラムの活性化（包括 YouTube チャンネル活用） 

職 員 
① 重層的支援体制整備を踏まえた支援会議への参画 

② 社協地域福祉コーディネーターとの協働 

経 営 
① 馬込地区受託継続 （業務委託事業者選定申出書提出） 

② 地域包括支援センター事業評価達成状況 100％ 

 

 

Ⅰ 大田区地域包括支援センター上池台／嶺町／六郷／西六郷／馬込／南馬込 

 

地域包括支援センターは、支援や介護を必要とする「状態の切れ目」に加え、高齢分野・障がい分野、

生活困窮分野等の「分野の切れ目」、世帯や性別、年齢などの「属性の切れ目」がないような相談体制に

努めると共に、行政・社会福祉協議会等の関係機関との連携体制強化を図ります。具体的な課題解決の

ために、重層的支援会議への提案・参加や地域ケア会議の開催を積極的に行ってまいります。 

高齢者の地域における生活支援・介護予防においては、元気な高齢者が社会的役割を持ち、生きがい

や介護予防につなげる取組みを行います。また、今後、増加が見込まれる認知症高齢者を地域で支える

体制も含め、地域住民がともに支え合う地域づくりを進めるため、シニアステーション・地域団体・ボランティ

ア・企業・医療機関等と連携し、地域力向上に努めてまいります。高齢者が住み慣れた地域で、安心して

暮らせるまちづくりを進めます。 

 

1. 適切なサービス、制度、機関の利用に繋げる＜総合相談支援業務＞ 

(ア) チームアプローチによる専門性を活用しての適切な対応 

(イ) 各種申請受付 

(ウ) 高齢者施策、介護保険制度、障害福祉、生活福祉等、幅広い分野の活用 

(エ) 社会資源の把握、普及 

(オ) 各種地域情報の発信、包括ガイド帳の更新、配布 
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(カ) 複合課題ケースの対応と適切な繋ぎ支援 

(キ) 多分野(障害・貧困・児童等)の専門機関との連携 

(ク) 重層的支援会議への提案・参加 

 

2. 尊厳ある生活が出来る様に支援する＜権利擁護、虐待の早期発見・防止＞ 

(ア) 行政、事業所等との連携による虐待等、権利擁護関連の問題対応、解決支援 

(イ) 成年後見制度、日常生活自立支援事業の活用 

(ウ) 権利擁護全般に関する啓発活動 

(エ) 消費者被害の防止・対応 

(オ) 老いじたく支援 

 

3. 地域で暮らす認知症の人とその家族を支援する＜認知症高齢者支援＞ 

(ア) 認知症に関する各種相談受付、及び適切な医療・介護サービス等の導入による支援 

(イ) 認知症の疑いのある方への戸別訪問、状態の把握、受診促進 

(ウ) 認知症カフェの充実 

(エ) 認知症初期集中支援チームの活用 

(オ) 認知症地域支援推進員の活用 

(カ) 大田区認知症サポートガイドの配布 

(キ) 幅広い世代を対象とした認知症サポーター養成講座等の実施 

(ク) 認知症サポーターステップアップ講座等の実施 

(ケ) チームオレンジへの取り組み 

 

4. 自立支援型ケアマネジメントの実施 ＜介護予防支援事業＞ 

(ア) 地域に向けた自立支援定義の浸透 

(イ) 自立支援型ケアマネジメントの展開 

(ウ) 的確な内容のサービス提供、自立期の提案 

(エ) 地域の社会資源の活用 

(オ) 適切なサービス担当者会議開催、訪問、ケアプランの交付 

(カ) ケアプラン再委託事業所への業務支援、助言・指導 

(キ) 介護保険事業所への業務支援、助言・指導 

 

5. 介護保険事業所と共にマネジメント力を向上する＜包括的・継続的ケアマネジメント支援＞ 

(ア) 個別ケース地域ケア会議の開催 

(イ) 介護支援専門員連絡会の実施 

(ウ) 多職種連携体制の構築 

(エ) 担当地域内、及び近隣の介護保険事業所等との連絡会充実 

(オ) 調布・蒲田・大森地区介護支援専門員連絡会の支援／運営委員会への参画 
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6. 地域の高齢者の見守り体制を築く＜高齢者見守りネットワークの充実＞ 

(ア) 自治会、民生委員、老人クラブ、シニアステーション、老人いこいの家、及び各種機関との連携 

(イ) 自治会連合会、特別出張所等との連携活動の実施 

(ウ) 見守り推進事業者との連携強化 

(エ) 高齢者見守りキーホルダーの普及、更新確認 

(オ) 高齢世帯・ひとり暮らし高齢者宅等戸別訪問の実施（熱中症予防訪問含） 

(カ) 未把握ひとり暮らし高齢者へのひとり暮らし登録勧奨の充実 

(キ) 避難行動要支援者への防災啓発 

(ク) シニアステーション、老人いこいの家等を活用した各種セミナー（介護保険、高齢福祉、保健・衛

生等）の開催、広報 

(ケ) 地域の介護予防教室、介護家族会等への活動支援 

 

7. 地域資源の把握・連携、開発への展開＜地域包括ケアシステムの深化・推進＞ 

(ア) 日常生活圏域レベル地域ケア会議の開催 

(イ) 自治会・町会活動への参加協力 

(ウ) 民生委員児童委員連絡会と懇談会の実施 

(エ) 医師会、医療機関、介護保険事業所等との連絡会開催の充実 

(オ) 地域福祉コーディネーター(社会福祉協議会)との連携 

(カ) 地域住民、行政機関、民間企業等の連携活動 

(キ) 住民主体サービス等、地域資源の活用、開発 

(ク) フレイル予防の浸透、ボランティア・自主グループの支援・育成 

(ケ) 多世代共生型社会に向けたネットワークづくり 

 

8. 職員のスキルアップ及び地域へ質の高いサービスの提供＜人財育成＞ 

(ア) 各種研修への積極的参加 

(イ) 高齢分野以外の研修等への参加 

(ウ) 事例検討会、及び各種学習会の開催 

(エ) 各種会議、講座への職員派遣 

(オ) 仕事基準書による能力確認、及び年 2回の考課面接の実施 

(カ) 地域包括支援センター事業評価達成状況 95％ 

(キ) 六郷地区受託継続 

 

Ⅱ 認知症支援コーディネーター事業（平成 25年度より受託） 

 

令和５年に成立した「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」にある、「認知症の人を含めた

国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生す

る活力ある社会（＝共生社会）の実現の推進」という目的を念頭に、早期診断・早期対応に向けた認知症

の予防等や相談体制の整備、認知症の人の社会参加の機会の確保等に取り組んでまいります。地域包括

支援センター・行政・認知症疾患医療センター(荏原病院)・関係機関等と連携し、認知症の人と家族等が、

地域で安心して生活ができること及び地域の認知症対応力の向上を推進してまいります。 
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1. ＜認知症の疑いのある人の早期発見・診断・対応支援＞ 

(ア) 認知症アウトリーチチームへの訪問依頼、及び同行訪問（認知症支援コーディネーター業務） 

(イ) 地域包括支援センターとの連携・助言 

(ウ) 認知症疾患医療センター、医師会等との連携 

 

2. ＜認知症関連事業の支援＞ 

(ア) 認知症初期集中支援チームとの連携・助言 

(イ) 認知症地域支援推進員との連携・助言 

(ウ) チームオレンジの立ち上げ支援 

(エ) 認知症疾患医療センターとの連携・活動 

(オ) 若年性認知症支援相談窓口との連携・活動 

(カ) 認知症支援に係る普及啓発、助言、講義等の実施 

(キ) 区の認知症施策に関わる会議等への出席 

 

 

Ⅲ 元気維持介護予防事業 シニアステーション東嶺町／馬込／南馬込（平成 28年度より受託） 

 

元気維持・介護予防の拠点として、多様なプログラムを数多く開催し、地域の通いの場として、気軽に立

ち寄れる楽しい場所であるよう工夫を行ってまいります。また、地域のシニア層のボランティア活用・育成の

場、多世代交流の場等の機能も果たせるよう、地域包括支援センター・地域団体・関係機関等と連携し、講

座や活動等の取組を行い、地域の活性化を図ってまいります。 

 

1. ＜シニアステーション事業の活発化＞ 

(ア) 継続的な介護予防の通いの場の提供 

(イ) 経験豊富なスッタフによる講座の実施 

(ウ) 外部講師の活用、多種多様な講座の実施 

(エ) 響会公式 YouTube フレイル予防プログラムの配信 

(オ) 日常の相談内容やアンケート調査等をもとに、事業の課題を抽出 

(カ) 運営推進会議開催により、地域の中の位置づけ、事業状況、各種プログラムの現状を把握 

(キ) シニアボランティア等の積極活用 

(ク) 地域にて開催されている各種介護予防教室との連携 

(ケ) 他地区のシニアステーションとの定期的な連絡連携 

(コ) 感染症対策の実施、徹底 
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Ⅳ 会議・連絡会／研修 

【会議・連絡会】 

会  議 目  的 

内部 

包括会議＜毎月 1回＞ 

好日苑施設長以下、地域課長、地域包括支援センター

長等にて構成。月次活動状況の共有、課題確認、意見

交換を行い、各センター運営に活かす。 

上池会議＜毎月 1回＞ 

嶺町会議＜毎月 1回＞ 

六郷会議＜毎月 1回＞ 

西六郷会議＜毎月 1回＞ 

馬込会議＜毎月 1回＞ 

南馬込会議＜毎月 1回＞ 

法人、及び地域包括支援センター業務全般に関わる運

営上の課題や各種連絡事項等を周知。 

介護保険関連事業における諸問題の検討、及び研修

等で得た各種情報、知識の発表等を行い、職員共有認

識を確立。 

ひびきコーディネーター連絡会 

＜毎月１回＞ 

地域包括支援センター所属の見守りささえあいコーディ

ネーターによる法人内会議。情報交換、課題共有、改

善策に向けた活動を行う。 

包括業務改善部会 

（上池台・嶺町・六郷・西六郷 

・馬込・南馬込） 

＜適宜＞ 

地域課長、各センターそれぞれから 1 名ずつ選抜され

た役職者で構成する部会。地域包括支援センター業務

の効率化、質の向上、人材の定着等を目的とし、具体

的な業務改善を検討し、周知を行う。 

シニアステーション会議 

東嶺町・馬込・南馬込 

＜各毎月 1回＞ 

シニアステーション業務全般に関わる運営上の課題や

各種連絡事項等を周知。諸関連事業における問題の

検討、及び研修等で得た各種情報、知識の発表等を

行い、職員共有認識を確立。 

ひびき３シニアステーション会議 

東嶺町・馬込・南馬込 

＜2か月に 1回＞ 

地域課長、シニアステーション管理担当者による法人

内会議。情報共有、課題確認と対策を検討する。 

外部 

大田区地域包括支援センター 

連絡会（本庁包括連絡会） 

高齢福祉課、各地域福祉課と関係業務等について、区

内地域包括支援センター同士の連絡・調整・検討を行

う。また、内部検討部会として「事務改善部会」「認知症

専門部会」「見守り支援検討部会」の開催あり。 

地域福祉課管内地域包括支援セ

ンター連絡会 

 (調布・蒲田・大森地区) 

＜毎月 1回＞ 

調布・蒲田・大森地区管内それぞれの地域福祉課管内

で開催。管内の地域包括支援センター職員が集い、関

係業務等の連絡･調整・検討を行う。 

地域福祉課管内見守りささえあい

コーディネーター連絡会 

 (調布・蒲田・大森地区) 

＜毎月 1回＞ 

調布・蒲田・大森地区管内それぞれ地域福祉課管内で

開催。管内の地域包括支援センター所属見守りささえ

あいコーディネーターが集い、見守り関係業務等の連

絡･調整・検討を行う。 

地域福祉課訪問指導事業従事者

(看護職等)連絡会 

(調布・蒲田・大森地区) 

調布・蒲田・大森地区管内それぞれの地域福祉課管内

で開催。管内の地域包括支援センターの保健師、看護

師が集い、業務に関わる連絡・調整・検討を行う。 

地域福祉課管内認知症地域支援

推進員連絡会 

(調布・蒲田・大森地区) 

調布・蒲田・大森地区管内それぞれの地域福祉課管内

で開催。管内の地域包括支援センターに配置されてい

る認知症地域支援推進員が集い、共生と予防を軸とし

た認知症の人と家族への支援、チームオレンジの活動

について、企画・検討を行う。 
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介護支援専門員連絡会運営委員

会  (調布・蒲田・大森地区) 

通称「ケアマネ連絡会」開催に向け、地域福祉課管内

の地域包括支援センター職員、及び居宅介護支援事

業所介護支援専門員が集い、開催テーマの設定や講

師選定等、実施にあたる連絡・調整・検討を行う。 

シニアステーション運営推進会議 

(東嶺町・馬込・南馬込) 

＜年間１回＞ 

地域包括支援センター長、シニアステーション管理担

当者、利用者、民生委員等により構成。シニアステーシ

ョンの運営状況の報告と、地域からの要望を聞き取り、

ステーション運営に活かす。 

地域力推進会議 

（上池台/雪谷地区） 

（嶺町/嶺町地区） 

（六郷・西六郷/六郷地区） 

（馬込・南馬込/馬込地区） 

各出張所管轄で行なわれている地域力推進会議に出

席し、地域情報を把握。また、地域の高齢介護状況、

各種施策の説明等を行う。 

※ 嶺町地区は「嶺町地区まちづくり推進委員会」名 

民生委員児童委員協議会定例会 

（上池台/雪谷地区） 

（嶺町/嶺町地区） 

（六郷・西六郷/六郷地区） 

（馬込・南馬込/馬込地区） 

各地区の民生委員児童委員協議会定例会に出席し、

民生委員児童委員の活動を把握、地域の高齢介護状

況、各種施策の説明等を行う。 

雪谷・上池けあまねっと 

（上池台） 

六郷地区介護支援専門員連絡会 

  (六郷・西六郷) 

ケアマネカフェまごめ 

(馬込・南馬込) 

各地域包括支援センター管内の居宅介護支援事業所

との情報交換等、連携連絡、ネットワーク構築を目的と

する。居宅支援事業所同士の横の繋がりを支援、また、

ケアマネジメントの質の向上が図れるよう働きかける。 

雪谷地区地域包括ケアの会 

（上池台） 

嶺町田園調布地区地域包括ケア

の会 （嶺町） 

田園調布医師会と共催しての、介護支援専門員等と医

師等、医療関係者との合同研修会。年間 1回程度の実

施にあたる検討会を、地域の居宅介護支援事業所と共

に適宜開催。 

※ 嶺町は地域包括支援センター田園調布と合同事業 

荏原病院認知症疾患医療センタ

ー連携協議会 

荏原病院認知症疾患医療センターが開催。大田区・品

川区の関係機関が集まり、情報共有、連携強化を図

る。 

洗足区民センター運営協議会 
洗足区民センターの運営に関わる地域住民、関係機関

が集まり、運営状況の確認、情報交換、助言を行う。 

六郷地域力推進センター会議 

(六郷)＜月 1回＞ 

六郷地域力推進センターに所属する機関が集まり、連

絡･調整・検討を行う。 

地域密着型サービス運営推進会

議 

地域密着型サービス（認知症対応型通所介護/グルー

プホーム/定期巡回随時対応型訪問介護事業所）が開

催する運営推進会議へ出席し、事業の運営状況の確

認、助言を行う。 
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【地域包括支援センター研修体系】 

地域包括支援センター事業を、確実、効果的かつ適正に行うため、自主的にその基盤の強化を図るとと

もに、その提供する地域包括支援センターの質の向上並びに事業経営の透明性の確保を図るため、人

“財”育成を行うことを目的として、社会福祉法人響会「地域包括支援センター職員研修」実施要綱を定

め、センター内研修の質の向上を図っています。 

研  修 目  的 

 

BS（ベーシックスキル）研修 

 

新入職員に対して行う法人主催の研修。全体研修として、組織の事業・

各種規定や大田区の特養優先入所制度等について学ぶ。 

 

新入職員研修 

 

入職直後より各センターにて、大田区の高齢福祉施策、介護保険制度、

社会資源、センター事業、マナーや電話の取り方などを学ぶ。 

 

センター内研修 

月 1回程度各センターにて学びたいことをテーマとし、職員が講師となり

実施。また、外部研修で学んだことを伝達する場とし、業務の再確認やス

キルアップを図る。 

 

６包括合同研修 

 

法人が運営する地域包括支援センターの相互の連携及び接遇マナー

や相談援助技術の標準化を目的とした研修を適時実施。 

 

外部研修 

大田区・東京都等が主催する、業務や専門的知識の習得等に係る研修

に積極的に参加。高齢福祉分野に止まらず幅広い知識の習得に努め、

その内容をセンター内にて伝達研修を行い、職員周知を図る。 

 

 


